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 平成２８年第３回平取町議会定例会 （開 会 午前 ９時３０分）

議長 皆さん、おはようございます。ただいまより本日の会議を開きます。ただいま

の出席議員は１２名で会議は成立します。 

日程第１、会議録署名議員を指名します。会議録署名議員は会議規則第１２２

条の規定によって、１０番貝澤議員、１１番千葉議員を指名します。 

日程第２、議案第１３号平成２８年度平取町一般会計予算、 

日程第３、議案第１４号平成２８年度平取町国民健康保険特別会計予算、 

日程第４、議案第１５号平成２８年度平取町後期高齢者医療特別会計予算、 

日程第５、議案第１６号平成２８年度平取町介護保険特別会計予算、 

日程第６、議案第１７号平成２８年度平取町簡易水道特別会計予算、 

日程第７、議案第１８号平成２８年度平取町国民健康保険病院特別会計予算、

以上議案６件を一括して議題とします。これより平成２８年度各会計予算にか

かる提案説明を求めますが、最初に予算説明資料に基づく各会計予算総括概要

についての説明をいただき、その後に一般会計より順次各会計の説明をお願い

いたします。それでは、平成２８年度各会計予算の概要並びに一般会計予算に

ついて提案説明を求めます。総務課長。 

総務課長 それでは、議案第１３号平成２８年度平取町一般会計予算の説明をさせていた

だきますが、議長より、最初に各特別会計を含めた予算概要の説明を求められ

ましたので、平成２８年度予算説明資料にて、ご説明を申し上げます。 

議長 どうぞ、長くなりますからお座りいただいて。 

総務課長 恐縮ですが座らせていただいて、説明させていただきます。平成２８年度予算

説明資料をご覧をいただきたいと思います。表紙が目次になっておりますが、

本資料は１番の平成２８年度各会計予算総括から１９番の平取町畜産公社事業

調までの３８ページの内容となっております。表紙をお開きください。平成２

８年度各会計予算総括であります。一般会計の総額は５７億６４００万円、２

７年度対比４億３１００万円の増、伸び率で８．１％の増加となっております。

次に特別会計の国民健康保険特別会計は８億３９８０万円、２７年度対比で４

７９４万円の減、率にして５．４％の減となっております。後期高齢者医療特

別会計は７５５５万４千円、２７年度比で４０６万６千円の減、率にして５．

１％の減であります。介護保険特別会計は４億６７９０万円、２７年度対比で

９８０万円、２．１％の増となっております。簡易水道特別会計は３億６５３

５万９千円、２７年度対比で９０９万３千円、２．４％の減となっております。

続いて、国民健康保険病院特別会計は、１０億４万２千円、２７年度対比で１

億８９３８万３千円、２３．４％の増となっております。五つの特別会計の総

額は２７億４８６５万５千円、２７年度対比で１億３８０８万４千円、５．３％
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の増となっております。一般会計、特別会計をあわせた２８年度の予算規模は、

８５億１２６５万５千円となり、２７年度に対し、５億６９０８万４千円、７．

２％の増となっております。それでは各会計の予算につきまして、概要をご説

明申し上げます。まず、３ページの一般会計であります。歳入、１款町税は４

億７２４１万円１千円で、２７年度対比で１２６万６千円、０．３％の減とな

っております。２款から１１款につきましては、２７年度決算見込み、２８年

度地方財政計画の状況により積算計上をいたしておりますが、６款地方消費税

交付金８７００万円は、社会保障財源交付分が増になる見込みであることから

２４００万円、３８．１％の増を見込んでおります。１０款地方交付税は、２

８億６８００万円とし、２７年度対比で２００万円、０．１％の減としており

ます。内訳は普通交付税が２５億２千万円と見込み、特別交付税は２７年度対

比３８００万円の増、３億４８００万円としております。１２款分担金及び負

担金２６９２万円は、所得基準に基づいて徴収となる常設保育所の保育料が減

額と見込まれることから４５６万２千円、１４．５％の減となっております。

１４款国庫支出金５億２３２２万２千円は、年金生活者等支援臨時福祉給付金

事業や、学校施設環境改善交付金などの増により１億６０７０万１千円、率に

して４４．３％の増となっております。１５款道支出金４億１１９９万７千円

は、地域づくり総合交付金、これは二風谷地区の再編事業や林業専用道開設事

業、林道オユンベ線改良事業補助金などの増により、９９９３万円、３２．０％

の増となっております。１７款寄附金４千万円は、２７年度の決算見込みによ

り３７９０万円、１８０４．８％の増となっております。１８款繰入金１億７

千万円は、２７年度に比べ１億８４００万円、５２．０％の減となっており、

二風谷地区再編事業、二風谷地区再整理事業など、１３事業の財源として充当

を図るものであります。２１款町債６億７９７０万円は、振内中学校屋体改築

事業など２９事業に充当し、２７年度対比で２億９７１０万円、７７．７％の

増となっております。次に歳出であります。増減の幅が多い款についてご説明

を申し上げます。３款民生費９億５２９２万４千円は、２７年度に比べ１億４

１３１万５千円、率にして１７．４％の増となっておりますが、生活支援ハウ

ス整備事業、振内町民センター整備事業、平取デイサービスセンター介護入浴

機器整備事業などの増が主な要因となっております。５款農林水産業費３億７

２８８万４千円は、２７年度に比べ５４８４万１千円、１７．２％の増となっ

ておりますが、これは林業専用道開設事業、林道オユンベ線改良事業等の増が

主な要因となっております。７款土木費４億１７３７万９千円は、２７年度対

比で２８４８万９千円、７．３％の増となっております。公営住宅建設事業、

河川改修事業、橋梁長寿命化修繕事業などの増が主な要因となっております。

９款教育費６億３５８０万４千円は、３４．２％、１億６１８７万円の増とな

っており、振内中学校屋体改築事業が主な要因となっております。１１款公債

費５億９５１４万１千円は９．５％、６２２０万８千円の減で、ケアハウス整

備事業等の償還が完了したことにより、大幅な減となっております。次に４ペ
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ージの国民健康保険特別会計でありますが、歳入１款国民健康保険税２億６５

６万７千円で、５．２％の減といたしております。歳出２款保険給付費は４億

６９３５万７千円で、６．５％の減となっておりまして、会計規模は２７年度

比で５．４％、４７９４万円の減となっております。次に、後期高齢者医療特

別会計でありますが、歳入では保険料、繰入金を計上し、歳出では、北海道後

期高齢者医療広域連合への納付金をはじめ、所要経費を計上いたしております。

５ページの介護保険特別会計ですが、歳出の地域支援事業費の増加を見込み、

会計予算総額は２７年度と比べ９８０万円、２．１％の増となっております。

次に、簡易水道特別会計ですが、本町地区簡易水道配水管整備事業等の設計委

託料の減により、歳出の事業費で４．４％の減となり、歳入歳出それぞれ９０

９万３千円減の予算規模となっております。６ページは国保病院会計でありま

すが、総額で２７年度予算対比歳入２３．５％の増となっており、資本的収入

の病院改築に伴う企業債の増などが要因となっております。続いて７ページの

一般会計歳出構成表について、説明申し上げます。まず、その支出が任意に削

減できない義務的経費でありますが、これが２０億５４１７万８千円となり、

２７年度対比で５８６１万円、２．８％の減となっております。人件費におい

ては、給与改定、退職者と新規採用者の支給額の差による増減等で１．４％の

増。扶助費は２７年度に比べ減少し、２．７％の減、公債費は大型事業の償還

が完了したことにより、２７年度対比で９．５％の減となっております。また、

投資的経費は１５億９０３２万円で、２７年度対比４億１５７４万１千円、３

５．４％の増となっております。補助事業は２７年度に比べ、振内中学校屋体

改築事業、公営住宅建設事業などの事業費の増で９０．４％の増、単独事業が

１０．６％の増となっております。その他の経費は２１億１９５０万２千円、

２７年度対比７３８６万９千円、３．６％の増となっております。積立金が２

５５．５％の増となっており、その他も物件費が６．５％の増となっておりま

す。その他の経費が総額に占める構成比は３６．８％となっております。８ペ

ージ、９ページにつきましては、一般会計における性質別・目的別の歳出分類

表となっております。説明につきましては省略をさせていただきます。１０ペ

ージは、２７年度の町税収入見込額となっております。総額で４億９００３万

８千円となり、下のグラフのとおり、２６年度決算額に対し１２２６万１千円、

２．４％の減となっております。１１ページは、町税の算出内訳表となってお

ります。１２ページは、個人町民税調定見込額調を添付しております。１３ペ

ージは、普通交付税の推移及び一般会計公債費の平成３１年度までの償還見込

額となっておりますが、普通交付税の推移におきましては、平成１６年度の三

位一体改革により大幅に削減された以降は、増加の傾向となっておりましたが、

平成２５年度以降は、国の地方財政計画でも減少傾向となり、２７年度決算見

込みは、２７億３９８４万５千円となっております。今後も大厳しい状況が予

想されます。公債費は平成３１年度には６億３９１８万３千円程度になるもの

と推計しております。１４ページは、基金現在高の見込状況であります。１の
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財政調整基金から８までのそれぞれの特定目的基金までが一般会計、９、１０

は特別会計分となっております。一般会計における２７年度末の基金残高見込

みは２５億８３５０万円で、２８年度での取り崩し、積立分を加えますと、平

成２８年度末では２４億３２６５万９千円となる見込みであります。下段の金

券事業分についてはご覧のとおりであります。次のページ、１５ページにつき

ましては平成２７年度、２８年度の基金の取り崩し予定等について記載をいた

しております。２８年度において最も多くの取り崩しを予定している沙流川ダ

ム地域振興基金は、二風谷地区再整備事業から公営住宅大規模改修事業までの

１０事業、１億５千万円を繰り入れることとしております。次のページ、１６

から２５ページまでは、平成２８年度の主要事務事業を掲載しておりますが、

個別の説明については省略をさせていただきます。２６ページは、簡易水道特

別会計、国保病院会計への繰出金の算出の内訳となっております。２７ページ

は、平取町の一般会計における地方消費税交付金の充当状況を示した表となっ

ておりまして、社会福祉、社会保険、保健衛生の各分野での関係経費の合計が

９億９２４９万９千円となっており、それの財源として一般財源のうち、３５

００万円があてられることとなっております。２８ページから３３ページまで

は、各一部事務組合負担金の内容となっておりますので、各科目における予算

説明の時点で改めて説明をさせていただきたいと思います。３４ページは、日

高管内地方税滞納整理機構の歳入、歳出の内訳と各町の負担金の算出資料とな

っております。３５から３８ページは平取町畜産公社事業における決算見込、

事業目論見となっておりますが、説明は省略をさせていただきます。予算説明

資料の説明は以上とさせていただきます。これより一般会計予算書の説明に入

りますが、ただいま説明申し上げました説明資料を使っての説明もさせていた

だく箇所もありますが、その科目によっては、複数の事業が複数の節により計

上されている場合があり、事業としての全体額などがわかりづらい場合もあり

ますので、あわせて説明資料などでご確認をいただければありがたいと考えて

おります。また、内容が恒常的で大きな変化等がない科目につきましては、説

明を省略させていただきますので、ご理解をお願い申し上げます。ご存じのと

おり、工事請負費や委託料で、事業の入札等において影響が予測されるものに

つきましては、金額を記載しておりませんので、あわせてご理解をお願いした

いと存じます。それでは、平成２８年度平取町一般会計予算書１ページをご覧

いただきたいと思います。議案第１３号平成２８年度平取町一般会計予算につ

いて説明いたします。第１条、歳入歳出予算でありますが、歳入歳出予算の総

額は歳入歳出それぞれ５７億６４００万円と定めるものであります。第２項に

おいて歳入歳出の予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳

出予算」によるとするものであります。第２条、地方自治法の規定により債務

を負担することができる事項、期間及び限度額は「第２表 債務負担行為」によ

るとするものであります。第３条、地方債については、地方自治法の規定によ

り起こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方
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法は「第３表 地方債」によるとするものであります。第４条において、一時借

入金の最高額は１０億円と定めるものであります。それでは歳入歳出事項別明

細における歳出からご説明申し上げますので９３ページをお開きください。予

算書９３ページであります。歳出についてご説明申し上げます。はじめに、３

歳出１款１項１目議会費５１９８万９千円であります。議員定数１２名分の報

酬等関係経費を計上いたしております。４節共済費は、議員共済会負担金の率

の改定により、２７年度に比べて６２１万１千円の減額となっております。こ

れは、平成２３年度に制度が終了した議員年金の受給者の減少による町負担金

の減少であります。１２節役務費は議会録画用ＤＶＤ編集、作成手数料２２万

５千円の増加となっております。次に、９４ページをご覧ください。２款総務

費についてご説明をいたします。２款１項１目一般管理費全体で１２億５６７

８万５千円を計上いたしております。１節報酬は表彰審議会委員及び行財政改

革審議会委員報酬について、従来会議出席率を９０％と見込んでおりましたと

ころ、２８年度から１００％計上することにより、対象人数を各１名増とした

ほか、法改正により新たに設置される行政不服審査会委員報酬５名の新規増加、

臨時職員の保育士１名を準職員に任ずることにより３７５万８千円の増加、２

節給料は一般職の正職員を観光商工課の新設により２名、保健福祉課１名、計

３名の増員を図ること、並びに４名の職員が定年退職し、再任用されることに

よる給料額の減少との差し引き３４０万４千円の増加、３節手当は、人事院給

与勧告に基づく勤勉手当の増加、職員３名の増加による期末勤勉手当の増加、

再任用職員の期末手当を国家公務員に準拠し、年１．７か月分から２．２か月

分に引き上げることによる増加、特別職の期末手当の独自削減措置の廃止によ

り、合計８５１万５千円の増加となっております。７節賃金については、２６

０万５千円の増加であります。別途お手元にお配りをしております一般管理費

へ一括計上した定数外職員報酬及び賃金比較表という１枚の表がありますの 

で、それをご覧いただきたいと思います。準職員と、嘱託職員について、それ

ぞれ記載をいたしております。まず、準職員につきましては、２７年度の人数

が１０名でありましたが、２８年度は１１名と、１名の増加となっております。

これは、２７年度新規に採用した保育所の保育士を、当初２７年度は嘱託とし

て採用しておりましたが、勤務成績良好等の状況により、２８年度から準職員

として、待遇するものであります。なお、保育士につきましては、人材確保の

観点から、平成２６年度より準職員として採用をいたしております。嘱託職員

につきましては、科目がそれぞれ分かれておりますが、現実的には、一括して

一般管理費の賃金として計上いたしております。ここにある科目は、それぞれ

の事務等に対応する科目でありまして、計上はあくまでも一般管理費の一括計

上でございます。人数につきましては２７年度計５１名、２８年度は５０名と

なっております。備考にその内訳を記しておりますけれども、一般管理費、一

般管理事務におきまして、新規２名、これは２７年度に予算計上をしていなか

ったものを今回、計上するものでありまして、新たに雇用するものではござい



- 6 - 

ません。アイヌ文化情報センターの管理員は、勤勉手当の予算化と記載をいた

しておりますが、これは２７年度、２人で半日勤務というような変則でありま

したが、２８年度は１名、フルタイムの勤務ということで勤勉手当が発生する

ことから、増加をいたしております。児童福祉総務費については先ほど申し上

げました、保育所の保育士が準職員になることから、１名減、児童館児童厚生

指導員については１名半日勤務が１日勤務で予算化をすること、保育士の代替

につきましては、正職員である保育士が育児休業から復帰することから、１名

減、学校教育指導主事につきましては人数は変わりませんが、人材確保のため

の待遇改善をいたすことによって、金額が増加をいたしております。その他学

校給食費、学校給食調理員につきましては、１名退職により退職後は委託化す

ることにより１名減、減と増差し引きまして、１名減ということになっており

ます。それで、準職員との合計でプラスマイナスゼロという状況となっており

ます。それでは先ほどの予算書の９５ページにお戻りをいただきたいと思いま

す。１３節委託料は、ふるさと寄附金包括業務委託料を商工費に移したことで

あります。このことについては商工費の６款の中で改めて申し上げます。その

ほかＬＧＷＡＮという総合行政ネットワーク、国道町の専用回線を使ったネッ

トワークでありますが、これのウイルス等不正侵入を防ぐためのファイアウォ

ールの機器更新委託料などの減少で３６０万１千円の減となっております。１

４節使用料及び賃借料は、行政情報システム事務機器使用料、これはパソコン

のリース料でありますが、この減少などにより、５４２万４千円の減となって

おり、１９節負担金、補助及び交付金は、３年に１度の市町村職員退職手当組

合の清算納付金の支払いが発生することと、通常の退職手当組合負担金の減少

並びにマイナンバーを取り扱う地方公共団体情報システム機構負担金の減少な

どの差し引き、８１７万７千円の増加となっております。次に９６ページであ

ります。２目会計管理費１５３万８千円は、出納事務に関する事務費を計上い

たしております。子育て支援医療費還元事業、中学生以下の医療費を実施的に

還元するための事業でありますが、この金券発行にかかる印刷費など、プリン

タートナー購入費とその保守委託料ですが、これは従来、財政係で所管してい

た事務を、２７年度から出納室で行うこととなったことに伴い、一般管理費か

ら科目替えになったことから、会計管理費が増加したものであります。９７ペ

ージ、３目財産管理費１７０３万８千円の計上であります。この科目は、役場

庁舎、職員住宅及び振内単身者住宅の管理経費に関するものであります。１１

節需用費、修繕料は職員住宅の改修と旧教員住宅の解体事業が減少したことに

より２７年度に比べて３６３万９千円の減となっております。１３節委託料は、

主に公有財産システム導入委託料が減となり、保守委託料に変わったことから、

２７年度に比べて３４２万３千円の減少となっております。１５節工事請負費

は、職員住宅１棟２戸の浄化槽設置工事の単価を見直すことにより、４０万円

を減額するものであります。９８ページ、４目町有林管理費８７万円でありま

す。例年１３節山火事巡視を沙流川森林組合に委託する委託料ですが、２８年
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度は新たに１８節備品購入費として町有林管理備品チェーンソー１台と防護服

一式を購入するための経費を計上いたしております。９９ページ、５目町有林

造成費７５９９万３千円であります。この科目は町有林の各種整備事業などを

計上いたしておりますが、１２節役務費、保険料は森林保険料で、２７年度に

比べ８９万６千円の増加となっております。森林保険は、１年目から１０年目、

１１年目から２０年目までの木について、各１０年分の保険料を一括してその

期間のはじめの年に支払う制度となっておりますが、２８年度は１１年目に該

当する町有林が多いことなどによるものであります。１５節工事請負費は事業

量の増加で２７年度に比較し２１１万３千円の増額を計上いたしております。

１００ページ、６目広報広聴費６５８万１千円であります。１３節委託料２２

６万８千円は新規計上であります。これは町政の概要をまとめて外部に説明す

る資料である町政要覧、これが古いものになって現在おりまして、これを更新

するための経費であります。１０１ページ、７目支所費５６５万５千円です。

２７年度に比べて１９２万２千円増加をしておりますが、これは新規事業であ

る振内合同庁舎地下タンク貯蔵所改修工事によるものが主な要因であります。

１０２ページ、８目公平委員会費３万８千円であります。委員会開催に伴う報

酬、費用弁償を計上いたしております。委員会開催実績を勘案して、２７年度

比較で１万６千円減額をいたしております。次に１０３ページ、９目企画費１

億６９６７万７千円です。８節報償費１２６万円の減少は、２７年度に行った

外部専門家招聘事業の減、１１節需用費は修繕料、２７年度に実施した豊糠山

荘の屋根修繕が終了したことなどにより４１１万９千円の減、１２節役務費、

手数料は情報通信施設支障移転料の減少により１３０万８千円の減、１３節委

託料２６１７万３千円の減少は、２７年度の二風谷地区再整備事業実施設計委

託が終了したことによるものであります。１５節工事請負費は２７年度に比べ

７２６０万７千円の増加となっておりますが、これは二風谷地区再整備工事を

新規に開始することによるものであります。１７節公有財産購入費５８０万円

は、二風谷地区再整備事業にかかわる用地買収費を新規に計上したものであり

ます。１９節負担金、補助及び交付金８６３万７千円の増加は、生活交通確保

対策補助金、具体的には道南バス株式会社に対する補助でありますが、実績を

勘案して２７年度に比べて２００万円の増加、及び住宅対策費から科目変更し

た住宅リフォーム助成金６００万円の計上によるものが主な内容であります。

２２節物件補償費６００万円は二風谷地区再整備事業に関するものの新規計上

であります。１０５ページ、１０節水資源対策費４１１５万円であります。７

節賃金は二風谷ダム建設事業にかかわるアイヌ文化環境保全対策事業として、

国からの委託により保全調査を実施するものでありますが、調査班１２名分の

人件費は、単価アップなどにより２７年度に比べ２６７万８千円増加をいたし

ております。１４節使用料及び賃借料は、事務機器のリース期間が終了したこ

とにより２９３万３千円の減額となっております。１０６ページ、１１目交通

安全対策費４４６万３千円であります。２７年度まで１９節負担金、補助及び
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交付金で町から交通安全推進委員会に補助金を交付し、これを受けた推進委員

会が各指導員さんに報酬を支払っておりましたが、２８年度からは１節報酬か

ら町が直接指導員さんに支出することに変更し、これに伴ってそれぞれの予算

科目で増減を行い、変更を行っております。これは仮に公務災害が発生した際

に、補償を受ける場合の身分保障の観点から町の非常勤職員としてお願いする

ことが適切であると判断したことによるものであります。１１節需用費、消耗

品を３０万５千円増加しており、これは指導員さんの長袖の上着を更新するた

めの経費にあてるものであります。１０７ページ、１２目イオル推進対策費１

１７２万５千円です。平成２７年度までは、８節報償費からイオルの森巡視謝

金を支払っておりましたが、２８年度から１節報酬として支出するための予算

増減を行っております。１１節需用費は修繕料を２０万円減額しております。

これは各施設等の小破修理のものであります。１０８ページ、１３目アイヌ文

化情報センター費４４９万４千円であります。１４節使用料及び賃借料は、冬

の時期の除雪面積の見直しを行い、除雪機の借上料を４万８千円増額をいたし

ております。１８節備品購入費８万５千円の減は、工芸館の備品購入費の減少

によるものであります。１０９ページ、１４目諸費１５２万８千円であります。

９節旅費は町長の中央要望等の旅費を一般管理費で計上したことにより、３９

万７千円の減となっております。１９節負担金、補助及び交付金は、日高町村

会負担金等の予算を一般管理費に移したことによる減少であります。続いて１

１０ページ、２款２項１目税務総務費５６万９千円であります。この科目は、

固定資産評価審査委員報酬、税務職員の出張旅費、町税の過年度還付金を計上

いたしております。２７年度と同額となっております。続いて、１１１ページ、

２目賦課徴収費１２６４万２千円であります。１３節委託料は税制改正によっ

て、平成２８年度から軽自動車税の税額の種類が増えたことによる集合主税通

知書のレイアウト変更による電算システム改修のための委託料３５万６千円の

増加と、債権回収に関して弁護士にメールで相談することができるサービスに

加入するための債権回収相談業務委託料３８万９千円などにより、２７年度よ

り１４３万１千円の増加となっております。１９節負担金、補助及び交付金は、

日高管内地方税滞納整理機構負担金の増により、４７万５千円の増加となって

おります。続いて１１２ページ、２款３項１目戸籍住民基本台帳費８０４万５

千円であります。１４節使用料及び賃借料は、住基ネットシステムリース料の

減により、９７万７千円の減額となっております。１１３ページ２款４項１目

選挙管理委員会費、２７年度同額の６３万６千円であります。選挙管理委員報

酬など、委員会運営経費を計上いたしております。次に１１４ページ、２目参

議院議員通常選挙費８１６万５千円であります。本年平成２８年７月に予定さ

れております参議院議員通常選挙の執行に関する経常経費について計上いたし

ております。１１５ページ、３目町長選挙費５２８万７千円であります。平成

２８年、本年６月１２日執行の平取町長選挙に関する経費について計上をいた

しております。続いて１１６ページ、土地改良区総代選挙費８７万８千円であ
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ります。平成２８年、本年１０月に予定される沙流土地改良区総代選挙の経費

について計上いたしております。１１７ページ、２款５項１目諸統計費５１万

１千円であります。平成２８年度は経済センサスが実施されますので、これに

関する経費について計上いたしております。２７年度は国勢調査の実施により、

この科目における統計調査の実施がなかったことから、２７年度対比で３７万

５千円の増加となっております。続いて、１１８ページ、２款６項１目監査委

員費１０９万４千円であります。監査委員報酬、関係事務費について計上いた

しております。１１９ページ、３款１項１目社会福祉総務費２億９８７０万６

千円であります。この科目は戦没者追悼式関係経費、各障害者給付費、国保会

計繰出金、民生児童委員活動経費、アイヌ文化振興対策経費などを計上いたし

ております。２７年度と比べて、大きな増減のあるものとして８節報償費は６

１８万円の減額となっておりますが、地域おこし協力隊が５名から２名に減少

することによるものであります。１３節委託料は国の政策で実施する年金生活

者等支援臨時福祉給付金の電算システム改修委託料が１０５万９千円新規に増

加しますが、地域おこし協力隊支援業務委託料が２２６万円程度減額となるこ

とから、１３節合計で１１４万６千円減額となるものであります。１９節負担

金補助及び交付金は、年金生活者等支援臨時福祉給付金が２２８０万円新たに

増加いたしますが、臨時福祉給付金、地域おこし協力隊助成金、沙流川・鵡川

ペアライン活性化協議会からかわった、鵡川・沙流川 WAKUWAKU 協議会補助金な

どの減額を差し引き、１９節合計で１３８５万８千円の増額となっております。

２０節扶助費は障害福祉サービス費３１０万円、身体障害者更生医療・育成医

療扶助費５５０万円の増加などにより、２０節合計で７６０万円の増加となっ

ております。２１節貸付金は、新たに平取町地域活性化協議会貸付金を設け、

協議会の運営資金を単年度で貸し付けることなどにより、２１節で４００万円

の増加となっております。２３節償還金、利子及び割引料５４１万１千円の減

額となっておりますが、障害者自立支援給付費負担金返還金が国から概算交付

を受けた金額から実績としての決算額を差し引くと２８年度で５８７万４千円

返還することが見込まれるためであります。２８節繰出金は国民健康保険特別

会計繰出金を４７０９万８千円見込むものであります。１２１ページ、２目老

人福祉費２億５４６万４千円であります。この科目は老人福祉寮経費、老人福

祉バス運行経費、デイサービス運営費、高齢者事業団運営費、介護保険特別会

計並びに後期高齢者医療特別会計への繰出金などについて計上しております。

７節賃金は、臨時福祉給付金を支給するために５か月間１名の臨時職員を雇用

するための８０万８千円を新たに計上いたしております。１３節委託料は市民

後見人養成研修業務委託料として１５６万円を新たに計上しております。１９

節負担金、補助及び交付金は、高齢者医療費の増嵩に伴い、老人医療療養給付

費負担金の増額により４５９万５千円の増加となっております。１２２ページ、

３目すこやか福祉基金費１９７万９千円であります。単身高齢者世帯に設置し

ている救急通報システム管理経費等について計上しております。１８節備品購
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入費１３万９千円の増加は、緊急通報システムの端末装置の購入費を２７年度

の７台から２８年度は９台にふやすためのものであります。１２３ページ、４

目福祉施設費は、新たな費目で９１７２万２千円を計上しております。１７節

公有財産購入費は２８年度振内地区に民間事業者が建設する予定の生活支援ハ

ウスを町が買い取るための経費であります。１９節負担金、補助及び交付金は、

びらとりデイサービスセンター介護入浴機器整備補助金並びに平取かつら園内

部改修事業のための経費合計８５０万円であります。１２４ページ、５目国民

年金費１０万９千円であります。日本年金機構との連絡事務経費となっており

ます。１２節役務費、通信運搬費５千円の増加は年金ネット専用光回線利用料

の変更によるものであります。１２５ページ、６目生活館費７６０５万４千円

であります。１３節委託料は２７年度に計上した振内町民センター改修実施設

計委託を終えたことにより５０８万２千円の減額となっております。１５節工

事請負費は２８年度新たに貫気別生活館トイレ改修、芽生生活改善センター改

修、振内町民センター整備を実施することにより、４８２０万円を計上し、２

７年度に比べて４２７０万増額いたしております。１２６ページ、７目共同作

業場費１１９万６千円であります。これは二風谷民芸品共同作業場にかかわる

経費について計上いたしております。２７年度と同額となっております。１２

７ページ、８目介護支援費１９２万３千円であります。地域包括支援センター

の運営に関する事務経費を計上しております。９節旅費は介護支援専門員、ケ

アマネージャーでありますが、この実務研修機会をふやすことによる、出張旅

費の増加で２７年度に比べ、１６万５千円の増となっております。１２節役務

費、手数料は、ただいまの９節に関連し、ケアマネージャー研修の受講手数料

を１２万３千円増加させ、さらなるスキルアップを図るものであります。１２

８ページ、９目ふれあいセンター管理費２７５１万円であります。需用費は燃

料費の単価が安くなっていること、修繕料の減により、２７年度に比べ２１８

万４千円減少いたしております。１４節使用料及び賃借料は、印刷機器の利用

の増加によって２８万４千円の増となっております。これは各種計画等事務の

増加により、紙の枚数が増えていることから生じるものであります。９目全体

で２７年度に比べ９１８万６千円減少いたしておりますのは、２７年度に屋上

防水改修工事７５０万円を実施し、これが終了したことによるものであります。

１２９ページ、１０目子ども発達支援センター費２８１万５千円であります。

ふれあいセンターの２階にある、子ども発達支援センターの管理運営にかかわ

る経費を計上しております。１３節委託料の１２万７千円の増は、２７年度に

年１２回であった、作業療法士、言語聴覚士、臨床発達心理士によるケース会

議を年２４回に倍増し、充実を図るためのものであります。１８節備品購入費

は、大型踊り場ダブルスロープセットという備品を購入するための経費２５万

５千円を計上いたしております。１３０ページ、３款２項１目児童福祉総務費

３１１８万８千円であります。７節賃金６５万６千円の減は、２６年度と２７

年度に国の政策によって実施された子育て世帯臨時特例給付金事業が終了した
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ためであります。１１節需用費は紫雲古津へき地保育所のウッドデッキ及び外

壁修繕の実施などで、２７年度に比べ４３６万２千円増額いたしております。

１３節委託料は、新たに保育料電算システム改修委託を計上することなどによ

り、６１万２千円の増となっております。１９節負担金、補助及び交付金は、

子育て世帯臨時特例給付金が２７年度に終了したことにより、１９６万３千円

の減となっております。２０節扶助費は、すこやか赤ちゃん誕生祝い金と、乳

幼児医療費が減少する見込みであることから２５５万円の減となっておりま 

す。１３１ページ、２目児童措置費２億１２２２万３千円であります。１３節

委託料は町内の四つの常設保育所運営費委託料で、少子化による保育児童数の

減少によって、２７年度に比べ１０４４万２千円の減額となっております。２

０節扶助費も、児童手当の支給対象者の減少により、２７年度に比べて５３８

万５千円の減額となっております。１３２ページ、３目児童福祉施設費２０３

万５千円であります。この科目はふれあいセンター２階の児童館と振内児童ク

ラブの運営費について計上いたしております。１１節需用費は児童館の小破修

理の減少であります。１８節備品購入費は、一輪車４台の購入費を計上し、２

７年度に比べて２万５千円増額をいたしております。１３３ページ、４款衛生

費に移ります。４款１項１目保健衛生総務費３００万円の計上であります。１

１節需用費、消耗品費３２万４千円の増額は、子どもの歯の健康増進を目的と

して、町内の二つの保育所を対象に２８年度からフッ化物洗口とブラッシング

事業を行うために必要なフッ化物の薬剤、コップ、リーフレット等の指導用教

材などを購入する経費が増加することによるものであります。１３節委託料は

８４万円の増額でありますが、これは従来、２目の予防費から支出しておりま

した歯科衛生士の報酬について、現在社会福祉協議会の事務局に在籍している

ことから、２８年度からは社会福祉協議会に委託料として支払うために、支出

科目の変更をしようとするものであります。１８節備品購入費６万円はフッ化

物洗口の薬剤や用具の保管庫を新たに購入する費用にあてるためのものであり

ます。１３４ページ、２目予防費３４５６万８千円であります。各種予防接種

経費や健診委託料等について計上しております。１節報酬６７万５千円の減は、

歯科衛生士報酬、先ほど申し上げました科目変更によるものであります。１３

節委託料６４万８千円の増額は、インフルエンザ予防接種委託料、胃がん、乳

がん検診委託料等の増額によるものであります。また、乳幼児健診の心理士等

の委託料が７９万２千円のうち、心理士による５歳児事前保育所訪問８万４千

円の費用を２８年度から新規に計上いたしております。１９節妊婦健診費用助

成金８万１千円は、２８年度から新規に道外里帰り出産者に対して健診費用助

成を行うものであります。１３６ページ、３目保健活動費４８万７千円は、保

健活動業務にかかわる職員の出張旅費や事務経費を計上いたしております。１

１節需用費は公用車の消耗品の減によるものであります。１３７ページ、４目

環境衛生費１億５６９９万円であります。廃棄物、し尿処理の組合負担金、有

害鳥獣駆除費にかかわる経費について計上いたしております。１２節役務費、
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手数料２７４万円の増でありますが、これは、シカの捕獲頭数が増加している

ことから、捕獲後の指定処理施設搬入手数料１９００頭分を計上いたしており

ます。２７年度当初の１３００頭に比べ６００頭の増加となっております。１

３節委託料は２７年度に比べて９８万２千円の増でありますが、これはシカ捕

獲業務手数料の指定処理施設運搬費を１２節同様に６００頭分増加で計上して

いることによるものであります。１９節負担金、補助及び交付金は１億１６４

６万８千円で、１９５万６千円増加しておりますが、これはし尿処理及び汚泥

収集量の増加により胆振東部日高西部衛生組合負担金が増額されたことによる

ものであります。ここで、先ほど冒頭申し上げました予算説明資料の２９ペー

ジをお開きいただきたいと思います。予算説明資料２９ページ、平取町外２町

衛生施設組合の負担金内容についてご説明申し上げます。平取町外２町衛生施

設組合の平成２８年度予算総額は上段の表の下から３段目の歳出予算合計額に

記載のとおり、５億２０５２万円であります。内訳といたしましては、議会費

が監査委員経費等含めて５４万１千円、総務費が職員の人件費及び事務所管理

経費等で１億６８３万９千円、事業費は３億４９５６万９千円で、公債費につ

いては、６２５６万８千円を計上し、諸支出金３千円、予備費１００万円とな

っております。これら所要経費に対する各町の負担金については、上段の表、

下から３番目に記載のとおり平取町分は８９８１万３千円となっております。

歳入の合計額から、歳入充当額、使用料及び手数料、財産収入、繰越金、諸収

入の合計額でありますが、この歳入充当額１億９５７万７千円を差し引いた額、

４億１０９４万３千円に対し、均等割２０％、国勢調査人口割８０％で算出し

た額が負担金８９８１万３千円、２７年度対比３５万１千円の減となっており

ます。続いて、３１ページをお開きをいただきたいと思います。胆振東部日高

西部衛生組合負担金についてであります。下段、２．歳出の表でありますが、

①議会費から⑦予備費までの各款での予算計上となっており、予算総額は１億

９３９７万３千円となっております。各町の負担金については、３３ページの

上段の表にその内訳が記載されておりますが、均等割、国勢調査人口割、収集

量割の計算によって平取町の負担としては２１６８万３千円となっておりま 

す。それでは、先ほどの予算書の１３８ページにお戻りをいただきたいと思い

ます。予算書１３８ページであります。５目墓地火葬場費１９５万５千円であ

ります。墓地及び火葬場の管理経費について計上しております。１１節需用費

５３７万５千円の減額であります。２７年度に計上した斎場外壁補修及び、火

葬炉の補修と貫気別墓地の修理が終了したことによるものであります。１２節

役務費、手数料で１０万円増加しておりますが、これは斎場の支障木伐採手数

料の新規計上によるものであります。１３９ページ、６目診療所費７６４万円

であります。振内診療所の運営管理委託が主な内容となっております。１１節

需用費、修繕料４５万円の減となっておりますが、これは２７年度で実施した

物置の修繕が終了したことによるものであります。１４０ページ、４款２項１

目小規模給水施設費１５万４千円の計上であります。町内における無水地区の
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生活環境と保健衛生の向上を目的とするもので前年と同額となっております。

１４１ページ、２目小規模給水施設管理費５３５万円であります。川向営農用

水施設の管理経費等について計上しております。１１節需用費３０万５千円の

減は、漏水と施設の修繕料の減少によるものであります。１３節委託料は計装

機器の保守点検委託料と水質検査委託料を２８年度から新たに計上したことに

よって、４３万２千円の増額となっております。１４２ページ、４款３項１目

排水処理費４０５６万１千円であります。雑排水処理施設の管理経費等を計上

しております。１３節委託料は２６１万５千円の減となっておりますが、これ

は平成２７年度に実施した本町地区雑排水処理調査設計委託料が終了したこと

によるものであります。１４３ページ、これより５款農林水産業費に移ります。

５款１項１目農業委員会費６９２万９千円であります。ここでは農業委員会の

活動経費等について計上いたしております。１節報酬１２万８千円の減は、平

成２７年度について、農業委員の改選期にあたっていたことから、委員の任期

が重複した１か月分の報酬が例年より多く発生していたもので、２８年度はそ

れが解消されることによるものであります。１３節委託料２０万５千円の増は、

地籍図書込業務委託料が２年に１度、現況重ね図の書き込み委託を実施するた

めのものであります。１４４ページ、２目農業振興費１億５６２７万７千円で

あります。ここには平取町の基幹産業である農業の振興にかかわる各種事業費

を計上しております。１３節委託料は２０５１万５千円で、２７年度に比較し

て、１５８４万６千円の減となっておりますが、これは２７年度に計上した中

山間直接支払対象農地の把握のための測定業務委託、航空レーザー計測等の委

託業務でありますが、これが終了し、２８年度、農業振興地域整備計画変更調

査業務委託を新規に計上したことなどの差額となっております。負担金、補助

及び交付金１億２６０４万円で、２７年度に比べ、２０３万７千円の増額とな

っております。これは、主なものとして、平取農協が事業主体の新規就農者リ

ース農場整備事業補助金３７２０万円は、２７年度に比べて１８６０万円の増

額、中山間地域等直接支払交付金は４６４０万９千円で５６３万６千円の減、

青年就農給付金事業交付金は１５００万円で、４１２万５千円の減、農地整備

事業（中山間地域型）負担金が１８７万５千円で、２７年度の中山間地域総合

整備事業と比べて、３１２万５千円の減などとなっております。１４６ページ、

３目後継者対策費６０万５千円であります。この科目は農業後継者対策の事務

費、農村ふれあい事業補助金について計上しております。２７年度に比べて、

農村ふれあい事業補助金、この事業の内容の見直しによって、３０万円の減額

となっております。１４７ページ、４目畜産業費４５６０万７千円であります。

家畜共進会経費、軽種馬消流対策費、畜産公社関係費、町営牧野管理委託など

について計上いたしております。１３節委託料は、町営牧野整備基本計画作成

委託料を新規に計上したことなどにより、３３１万９千円の増額となっており

ます。１９節負担金、補助及び交付金は、肉用牛飼養奨励補助金の新規計上な

どにより、２７年度対比で５８５万３千円増加いたしております。１４８ペー
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ジ、５目山村振興等農林漁業特別対策事業費３００万円で、これは２７年度と

同額であります。１３節委託料は振内トマトジュース工場の管理委託料となっ

ております。１４９ページ、５款２項１目林業総務費９９万５千円、２７年度

と同額であります。みどり豊かな環境審議会経費、地域緑化推進経費について

計上いたしております。１５０ページ、２目林業振興費２００４万２千円であ

ります。民有林活性化等の関係経費を計上しております。１９節負担金、補助

及び交付金１９９８万８千円、２７年度対比で５４９万４千円の増額は、民有

林活性化推進事業補助金の造林推進の増額が主なものであります。１５１ペー

ジ、３目治山治水費２２６９万６千円であります。生活環境保全林管理委託費

及び小規模治山事業費について計上しております。１３節委託料は小規模治山

事業測量委託が平成２７年度で終了したことにより、３００万円の減額となっ

ております。１５節工事請負費は１６００万円を計上しております。１５２ペ

ージ、４目林道費１億１６７３万３千円で、２７年度に比べ６１１１万６千円

の増額となっております。１５節工事請負費はその他林道オユンベ線改良工事

と芽生林道開設工事で９千万円を計上いたしております。 

議長 休憩します。再開は１１時とします。 

   （休 憩 午前１０時４７分） 

   （再 開 午前１１時００分） 

議長 再開します。 

総務課長 それでは予算書の１５３ページをご覧いただきたいと思います。１５３ページ

６款商工費に移ります。６款１項１目商工総務費５６４７万８千円、２７年度

に比べ３９９１万円の増額であります。１１節需用費、消耗品２００５万円は

ふるさと応援寄附金、いわゆるふるさと納税の返礼品を町内の業者から購入す

るための費用にあてるものであります。これは２８年度４月から新たに観光商

工課が設置されることから２７年度まで総務課の一般管理費に計上しておりま

したふるさと納税の予算と事務を観光商工課に移すことにより、観光商工部門

のより充実した体制のもとで、商工業者等と強く連携し、ふるさと寄附の返礼

品のメニューや内容の充実を図ることで、ふるさと納税寄附金の大幅増収を目

指し、町の各種施策の予算に活かすとともに、一方で町内特産物の消流対策の

一面のみならず、広く観光商工業の振興に活かそうとするものであります。１

２節役務費、通信運搬費４０２万５千円、１４節使用料及び賃借料１３７万９

千円、２５節積立金１４３４万８千円についても、ふるさと納税に関する計上

であります。歳入は２７年度の実績をもとに、４千万円を計上しており、返礼

品及び送料など必要経費、これが収入の約６４％程度になりますが、これを除

いた残額をふるさと応援基金積立金に積み立てようとするものであります。な



- 15 - 

お、２７年度におけるふるさと納税に関する歳入決算見込みは３２００万円で

あることから、２８年度において、この予算よりさらに増収を目指しますが、

その増収がある場合は、予算補正によって対応してまいりたいと考えておりま

す。１５４ページ、２目商工振興費５８３６万４千円であります。２７年度に

比べて４１４万７千円の増額となっております。１９節負担金、補助及び交付

金は、商店誘客対策として、２８年度から商工業者店舗改装費補助金１００万

円を新規に計上することにより、１９節合計で１００万８千円の増加となって

おります。２１節貸付金のうち、中小企業特別融資資金貸付金は１９節にある

利子補給事業の基礎になる預託金で、貸付金の増加によって、２７年度比較で

３１３万９千円の増となっております。１５５ページ３目地場産業振興費１５

０万円であります。１９節負担金、補助及び交付金１５０万円のうち１００万

円は地場産業の振興に寄与すると認められる試験研究及び設備の整備に関し 

て、町が補助するもので、残り５０万円は当該制度を利用して、融資を受けた

事業者に対する利子補給となっております。２７年度に比べて７万円の減は、

利子額、現在の交付を受けている方の金利の低下による利子額の減少によるも

のであります。１５６ページ、４目地域振興費１８万６千円であります。市街

地再開発に関する管理経費等を計上いたしております。１１節需用費、消耗品

費は緑が丘中央線ポケットパークの花の苗代５万円でありますが、２７年度実

績を勘案して、４万２千円の減となっております。１５７ページ、６款２項１

目観光振興費２０６０万６千円であります。振内山の駅ほろしり館管理運営費、

観光協会補助金など観光振興にかかわる経費であります。１４節使用料及び賃

借料８１万１千円は、テレビ局主催のイチオシまつりの参加経費を新たに計上

したことによるものであります。１９節負担金、補助及び交付金１３８５万８

千円は、２７年度対比で３６３万７千円の増加ですが、これは観光協会の補助

金を増額し、観光協会専任の職員を１名雇用する人件費にあてようとするもの

であります。１５８ページ、２目公園管理費５７０８万７千円であります。こ

れはすずらん群生地管理経費及び二風谷ファミリーランドをはじめ、各公園の

管理経費について計上しております。２７年度対比１０４０万９千円の増額と

なっております。１１節需用費１１７５万６千円、２７年度対比１２２万２千

円の増額は、修繕料について公園管理用車両の車検費用と、二風谷ファミリー

ランドの水道量水器更新、並びに振内鉄道記念公園屋根の改修を新規に計上し

たことによるものであります。１４節使用料及び賃借料２９７万円は、ファミ

リーランドの遊具を増設するために、使用料を増額したことなどにより、２７

年度対比１３２万６千円の増加となっております。１５節工事請負費８００万

円は、２８年度新たに義経公園に水洗トイレを整備する工事を行うための計上

であります。１５９ページ、７款土木費に移ります。７款１項１目土木総務費

７３万９千円であります。ここには土木関係事務費や加盟団体への負担金を計

上しております。１２節役務費手数料は、土地売買契約用収入印紙代１万円を

新たに計上し、１９節負担金、補助及び交付金は算定方法の変更により、２万
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４千円の増額となっております。１６０ページ、７款２項１目道路維持費１億

１２９４万９千円、２７年度対比で１２９万６千円の増額であります。１１節

需用費２６８３万９千円で、２７年度対比で９１万１千円の減となっておりま

す。これは従来町内業者から購入していた切り込み砂利の一部を町有地から調

達することにより、購入経費を減少させることによるものであります。１５節

工事請負費２４５０万円は、振内市街川沿線補修工事、側溝整備、縁石補修、

舗装補修でありますが、これと荷菜福満線舗装補修工事ほか５か所を予定して

おります。１６１ページ、２目道路新設改良費８８０１万５千円であります。

１３節委託料は荷菜田村線ほか１か所の調査設計で３６０万円、１５節工事請

負費は、新規工事として荷菜三浦分譲１号線ほか２か所の道路改良工事、継続

事業として荷負本村線舗装工事ほか２か所を予定し８１００万円を計上いたし

ております。１６２ページ、３目橋梁維持費４４３０万円です。１３節委託料

は、橋梁長寿命化修繕計画に伴う橋梁点検業務委託料と補修設計委託料あわせ

て２９００万円を計上しております。１５節工事請負費は、岩内橋下部補修工

事、荷菜大橋橋脚補修工事などで１５００万円を計上しております。１６３ペ

ージ、７款３項１目河川維持費３７８１万２千円であります。普通河川にかか

わる維持補修費を計上しております。１１節需用費、修繕料が２７年度１か所

が終了したため、２００万円の減額となっております。１３節委託料は２７年

度オバウシナイ川調査設計ほか３か所の調査設計委託が終了したことにより、

７４７万２千円の減額となっております。１５節工事請負費はオバウシナイ川

護岸改修工事ほか４か所３０５０万円を計上いたしております。１６４ページ、

７款４項１目住宅管理費４３３１万３千円であります。町営住宅の維持管理経

費について計上しております。１１節需用費２１５３万５千円で、２７年度対

比で５２万１千円増額しておりますが、これは修繕料で公営住宅物置改修を２

７年度より１戸多い８戸を予定していることによるものであります。１５節工

事請負費１８００万円は、公営住宅の改修工事で内部改修１戸、浴場改修２戸、

屋根葺き替え１棟、外壁張替え１棟、浄化槽設置２棟を予定しております。１

６５ページ、２目住宅対策費８６２万１千円であります。ここには、アイヌ住

宅改良資金貸付金１件分７６０万円と、これにかかわる経費並びに選考委員の

報酬等を計上いたしております。１３節委託料、住宅改良資金滞納整理委託料

８０万円はアイヌ住宅改良資金貸付金の貸付金を滞納整理するために、弁護士

に委託して整理するもので、償還金の滞納を整理し、もって負担の公平性を確

保しようとするものであります。２７年度１９節にあった住宅リフォーム促進

助成金を企画費に科目変更したことにより、全体で７０７万９千円の減額とな

っております。１６６ページ、３目住宅建設費８１６３万円であります。１５

節工事請負費８１００万円は去場団地の公営住宅１棟４戸と１４人槽の浄化槽

を設置するものであります。このことによって、２７年度に比べて３目全体で

４７８１万５千円の増額となっております。１６７ページ、８款消防費に移り

ます。８款１項１目消防費１９節負担金、補助及び交付金、日高西部消防組合
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負担金２億７４３９万４千円であります。ここで、予算説明資料の２８ページ

をお開きいただきたいと思います。日高西部消防組合負担金について説明いた

します。組合全体の平成２８年度予算総額は、上段の表１．組合総括の表の下

から３段目、歳出（Ａ）＋（Ｂ）＝（Ｃ）の欄の右側合計に記載をしておりま

すとおり８億１６４１万５千円となっております。内訳は、議会費、公平委員

会費、監査委員会費をあわせた小計欄の議会費等が１７２万８千円、消防本部

費が５７８８万１千円、ヘリ負担金としてこれは道の防災ヘリでありますが３

９万３千円、本部歳入２２１万１千円を差し引いた共通経費合計は（Ａ）５７

７９万１千円となっております。次に、署・支署費等として、署・支署費が６

億５１１６万３千円、消防団費が５０３９万５千円、消防施設費が４５６７万

３千円、小計７億４７２３万１千円であります。次に平成２７年度に改築され

た消防本部の庁舎に関する平取町負担金でありますが、２月１８日開催の議会

総務文教常任委員会におきましてご説明いたしましたが、改築費総額８億７２

６４万円のうち、１５６８万１千円を平取町が負担し、これを１５年均等分割

にすることとしたため、年間負担金額は庁舎負担金として２８年度１０４万６

千円となっております。次に、公債費等でありますが、公債費、予備費の小計

が１０３４万７千円で、署・支署費と公債費等をあわせた額が（Ｂ）７億５８

６２万４千円となっております。平取、日高両町の負担金合計額は、歳出合計

額８億１６４１万５千円から署・支署歳入２４２８万７千円を控除した７億９

２１２万８千円であり、うち平取町の負担金については、財政割、人口割、平

均割を施した結果左側負担金（Ｃ）－（Ｅ）に記載のとおり、２億７４３９万

４千円となっております。それでは、予算書１６８ページにお戻りいただきた

いと思います。２目災害対策費１９４万４千円であります。１１節需用費１４

６万９千円で、２７年度対比で１１４万３千円増額しております。これは災害

用備蓄品として２８年度新規に食料、毛布などを購入するための予算でありま

す。１８節備品購入費２７万６千円は、これも２８年度新規に簡易トイレ、災

害組織用救急箱、発電機を購入するためのものであります。いずれもいつ襲っ

てくるとも限らない災害に備えるための予算であります。１６９ページ、９款

教育費に入ります。９款１項１目教育委員会費２０９万８千円であります。教

育委員の報酬及び費用弁償、教育委員長交際費について、計上いたしておりま

す。教育委員報酬について、２７年度比５万４千円の減額でありますが、教育

委員会制度改革により、２８年１０月から教育委員長制度が廃止されることに

よるものであります。１７０ページ、２目事務局費６１３８万７千円でありま

す。７節賃金は平成２３年度から実施している、指導強化のための独自配置の

生徒指導教員の賃金を計上いたしております。金額１４７０万７千円は、２７

年度対比２５５万７千円の増額でありますが、２７年度に雇用した期限つき教

員１名を２８年度は１名増員して２名とし、理科教員１名減との差額が２７年

度比２５５万７千円となっております。１３節委託料は２０１万６千円で、３

８０万５千円の減となっておりますが、これは平取高校の福祉コースの廃止に
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より、外部講師、介護職員初任者養成講座委託料の減によるものであります。

１７節公有財産購入費８３２万８千円は、ふるさと親子留学居住用ログハウス

を購入するための経費を新規に計上したことから、２７年対比で１９３万円増

加となっております。１９節負担金、補助及び交付金２１５５万７千円で、２

７年度対比９５万５千円の減となっておりますが、これは、ふるさと親子留学

の減少により２７年度対比でその助成金が減額となっていることによるもので

あります。１７２ページ、９款２項１目小学校管理費１億４４７４万７千円で

あります。１１節需用費は３７００万５千円で、学校の暖房及び公用車燃料単

価の引き下げにより、２７年度対比で２９３万６千円の減となっております。

１３節委託料６９９０万２千円で対２７年度比４３２万円の増額となっており

ますが、これは２７年度まで二風谷小学校と紫雲古津小学校の清掃管理委託を

一人の方に兼務してお願いをしておりましたが、業務的に支障があることから、

２８年度からはこれを別々に委託することとし、１名分の委託料増加を計上し

たことなどによるものであります。１７４ページ、２項小学校費２目教育振興

費１６９０万２千円であります。２７年度に比べて２６１万２千円の増額であ

ります。主なものは、１７節公有財産購入費９２８万円、児童用パソコン購入

費ですが、２６年度に小学校全児童用に９５台のタブレット型パソコンを導入

し、２７年度から償還が始まっているものであります。２７年度対比で１８０

万増加しているのは、２７年度に導入した電子黒板６台と、無線ＬＡＮ整備費

の償還が２８年度から始まることからであります。１７５ページ、９款３項中

学校費１目学校管理費４０９０万１千円であります。中学校の管理経費につい

て計上しております。２７年度比１２１万４千円の減額であります。７節賃金

４５８万４千円、特別支援教育支援員現在１名のところ２名増員して３名にす

るため、２７年度に比べて３０４万７千円増額しております。１５節工事請負

費４５０万円、教員住宅浄化槽設置工事１棟２戸を計上しております。２７年

度は１棟２戸浴室改修も施行しておりましたが、２８年度は浄化槽のみの工事

であることから、２７年度に比べて１５０万円減額となっております。２目教

育振興費９８３万６千円であります。２７年度に比べて３０５万４千円の減額

であります。主なものは１８節備品購入費について、２７年度に計上した教科

書指導書購入費が終了し、２８年度はありませんので、３１０万円の減額とな

っております。１７７ページが３目学校建設費２億２２６万５千円で、２７年

度比１億７４７６万５千円の増額であります。１５節工事請負費１億９６００

万円、これは振内中学校屋体改築工事を計上いたしております。１７８ページ、

９款４項１目社会教育総務費１７１４万７千円、２７年度比３１３万５千円の

増額であります。８節報償費１２４６万３千円、２７年度対比２９５万５千円

増額しておりますが、これは隔年開催の芸術鑑賞会を２８年度に実施するため

に、出演者謝金を計上したことが主なものであります。１４節使用料及び賃借

料は、芸術鑑賞会来場者のためにバスを借り上げる経費２０万円を新たに計上

いたしております。１７９ページ、９款４項２目公民館費２６５５万３千円、
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中央公民館の管理運営費について計上いたしております。１１節需用費８４８

万３千円、２７年度比１３４万４千円の増加は２８年度、公民館の廊下に手す

りを設置するための修繕料と、照明と暖房のための電気料金が増嵩しているた

めのものであります。１８節備品購入費は公民館のワイヤレスマイク、和室の

防炎絨毯、案内ボードなどを更新するための予算計上であります。１８０ペー

ジ、３目文化財保護費４３５４万２千円であります。この科目は、文化財審議

会、二風谷アイヌ文化博物館管理経費、アイヌ文化体験学習事業などについて

計上しております。７節賃金４２万９千円は、現在旧振内高校建物にある開拓

財産を本町の旧社会福祉協議会建物に収蔵し公開するための移設作業賃金であ

ります。１１節需用費は１５２２万６千円、開拓財産収蔵用の旧社会福祉協議

会建物の屋根、床等の修繕料、博物館のパンフレットの更新のための印刷製本

費の増額などにより、２７年度に比べて３９２万５千円増額しております。１

３節委託料１９９９万円、２７年度対比３５３万１千円の増加は、文化的景観

看板設置、文化的景観自然環境調査、ピリカノカ解説看板を設置する各委託料

を計上したことによるものであります。１８２ページ、４目埋蔵文化財保護費

６２万５千円であります。この科目は、平取ダム建設事業に伴う豊糠８遺跡に

ついて、国土交通省から委託を受け発掘する経費を計上いたしておりますが、

現場での発掘作業が終了したことから２７年度比で７８３万２千円の減額とな

っております。試掘のための調査賃金、機械借り上げや考古学会への出張旅費

などの経費を計上いたしております。１８３ページ、５目沙流川歴史館管理費

３６７万円であります。歴史館の管理経費を計上いたしております。１１節需

用費２８２万４千円、１４万３千円の増加は歴史館のパンフレットの在庫が少

なくなったことから、印刷製本費を増額するものであります。１８節備品購入

費、２７年度単眼鏡の設置備品の購入が終了したことから、１４万８千円の減

額となっております。１８４ページ、６目図書館費８０５万２千円であります。

図書館の管理に関する経費を計上しております。１８節備品購入費は２７年度

視聴覚ホールの備品、プロジェクターでありますが、これを購入し、終了した

ことから１００万円の減額となっております。１８５ページ、９款５項１目保

健体育総務費４２０万４千円、２７年度対比２万９千円の増加であります。ス

ポーツ教室講師謝金、各種スポーツ団体への補助金など、スポーツ振興にかか

る経費について計上いたしております。１８６ページ、２目体育施設費２７４

８万８千円であります。町民体育館、振内青少年会館、貫気別町民センター、

旧荷負小学校及び町民プールの管理経費を計上いたしております。２７年度対

比４９２万４千円の減額であります。２７年度振内カーリング場屋根改修工事、

町民体育館高圧受電設備設置工事が終了したことによるものであります。１８

７ページ、９款６項１目学校給食費２６３８万７千円、２７年度対比２２５万

円の増額であります。小学校５校、中学校２校に学校給食を適用するための管

理経費を計上いたしております。１３節委託料８４４万１千円は、２７年度対

比２６４万７千円の増額で、これは平取中学校給食調理員１名が本年３月に退



- 20 - 

職する予定であるため、そのあとを業務委託しようとするものであります。１

８８ページ、１０款１項１目現年発生災害復旧費５３万９千円であります。こ

の科目は、災害発生時の応急復旧費用についての計上であります。１８９ペー

ジ１１款１項公債費１目元金５億４０９４万３千円、大型事業の償還が終了し

たことから、２７年度に比べ５１７８万円の減額となっております。なお、各

起債の償還予定、現在高については、２０９ページに記載をいたしております。

１９０ページ、１１款１項公債費２目利子２３節償還金、利子及び割引料５４

１９万８千円であります。うち、一時借入金利子は１５０万円を計上いたして

おります。１９１ページ、１２款１項１目国民健康保険病院特別会計繰出金２

億９８１７万４千円であります。一般会計から国保病院会計に対して運営資金

を補てんするものであります。２７年度対比１０２１万５千円の減額となって

おります。１９２ページ、２目簡易水道特別会計繰出金、一般会計から水道会

計に対して補てんするものであります。６７６５万９千円、２７年度対比９９

９万４千円の減額となっております。１９３ページ、１２款２項１目平取町財

政調整基金積立金となりますが、この１目から８目を除く２０１ページの９目

の平取町地域雇用創出基金積立金に関しましては、金融機関預入等の利率を平

均１１％として積算し、その利子分を積み立てるものであります。次に、２０

０ページをお開きいただきたいと思います。２００ページ、１２款２項８目平

取町金券基金積立金は、過去の決算の実績から積算し、２７年度までは６００

万円としておりましたが、２８年度は１００万円減の５００万円を計上したも

のであります。中学生以下の医療費自己負担金を実質無料にするための子育て

支援医療費助成にかかわるもので、町が金券を発行するものであります。次に

２０２ページをお開き願います。１３款１項１目予備費であります。２７年度

同額の５００万円を計上いたしております。以上で歳出に関する説明を終了さ

せていただきます。続いて歳入に関する説明を行いますので、予算書１１ペー

ジをお開きいただきたいと思います。１１ページ、これより歳入を説明いたし

ます。１款１項町民税１目個人１節現年度課税分ですが、均等割は納税義務者

２３３６人とし、税額３５００円、収納率９８％で８０１万２千円を見込んで

おります。所得割は課税所得を２７年度ほぼ同額の３５億９２３５万円、平均

税率を６％とした算出税額を２億１５５４万１千円とし、これから住宅借入金

等控除分を差し引いた額に収納率９８％を乗じた２億１０１１万７千円といた

しております。２７年度に比べ３７９万２千円の減となっております。２節滞

納繰越分は、収納率を１５％とし、２７４万８千円といたしております。１２

ページ、１款１項町民税２目法人１節現年度課税分ですが、均等割は２７年度

中における事業所の廃止、新規新設を見積もり２７年度と比べ２社少ない１２

３法人、１００１万円を計上いたしております。法人税割は、税率１２．１％、

６４８万７千円を見積もり、２７年度予算対比で１３７万８千円の減と見込ん

でおります。１３ページ、１款２項１目固定資産税１節現年課税分ですが、土

地については、２７年度中の地目変更等を積算し課税標準額を１９億５０７１
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万５千円とし、税率を乗じた算出税額から生保等の減免額を控除した調定見込

み額に収納率９６％とし、収入見込額を２５９４万７千円としております。家

屋は新増築、滅失等を積算し、課税標準額を５０億１９５７万２千円として算

出される税額に新築等減免額を控除し、収納率９６％を乗じた６５２７万円を

収納見込額といたしております。償却資産は申告書等により、課税対象の把握

を行い、課税標準額を２７年度対比１億２２７１万４千円増の５３億５２７８

万６千円とし、税率を乗じた調定見込額に収納率９６％を乗じ収入見込を７１

９４万１千円としております。現年分で２７年度に比べ２４６万６千円の増と

なっております。滞納繰越分は収納率を１５％とし、４６４万２千円としてお

ります。１４ページ、２目国有資産等所在市町村納付金及び交付金１１２３万

３千円を計上しております。国等が所有する収益的な事業に使われる資産につ

いて、固定資産税のかわりに交付されるものでありますが、これはすでに確定

した数値を計上いたしております。１５ページ、１款３項１目軽自動車税であ

りますが、税制改正による税率変更を見込み、現年課税分で対２７年度比３５

７万１千円増の１４２５万３千円としております。滞納繰越分は収納率を１ 

５％とし、２７万３千円を計上いたしております。１６ページ、１款４項１目

町たばこ税でありますが、旧３級品、これはわかば、エコー、バットでありま

すが、これを平成２７年度決算見込みから１０７万８２５０本とし、税率を乗

じ調定額で３１５万３千円と見込んでおります。旧３級品以外は、２７年度の

決算見込みから７０８万１千本とし、税率を乗じ、調定額を３７２６万円と見

込んでおります。１７ページ、１款５項１目入湯税は、びらとり温泉ゆからの

宿泊者分７１００人分、税率１５０円で１０６万５千円を見込んでおります。

１８ページ、２款１項１目地方揮発油譲与税でありますが、平成２７年度決算

見込み数値に地方財政計画等の推定交付率を乗じ１８４０万円を見込んでおり

ます。１９ページ、２款２項１目自動車重量譲与税であります。国税としての

重量税を道路延長、面積に応じ、３分の１が地方に交付されるもので、平成２

７年度決算見込数値に地方財政計画等から予想される推定交付率を加味し、２

７年度対比３２０万円増の４４８０万円を見込んでおります。２０ページ、３

款１項１目利子割交付金であります。これは貯蓄などに伴い生じる利子の額に

応じて徴収される利子課税のうち、５％は道民税となり、このうち５分の３は、

市町村の個人道民税の額に応じて市町村に配分され、交付されるものでありま

す。平成２７年度決算見込数値により２７年度対比２０万円減の１１０万円と

いたしております。２１ページ、４款１項１目配当割交付金であります。これ

は上場株式等の配当に対し道が課税し、そのうち５９．４％が市町村に交付さ

れるものとなっております。平成２７年度決算見込み数値に、地方財政計画か

ら予想される推定交付率から前年同額の４０万円を見込んでおります。２２ペ

ージ、５款１項１目株式譲渡所得割交付金であります。これは、道税のうち３

分の２が交付されるものとなっております。平成２７年度同額の８０万円を見

込んでおります。２３ページ、６款１項１目地方消費税交付金であります。消
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費税は、２６年度の改正で国の分が６．３％とあわせて地方分１．７％が徴収

され、合計で８％となっておりますが、地方分の２分の１が都道府県に残り、

残り２分の１が人口と従業者数の割合で市町村に分配され、国から道を通じて

町に対して交付されます。平成２７年度の決算見込み数値に、地方財政計画等

から予想される推定交付率から２７年度と比べ２４００万円増の８７００万円

を見込んでおります。２４ページ、７款１項１目ゴルフ場利用税交付金であり

ます。これは、ゴルフ場の利用者数を２７年度実績等から推計し、１万１５０

人と見込み、税率４００円から道税を控除した９５％の額に１０分の７を乗じ

て得た額２７０万円を見込んでおります。２５ページ、８款１項１目交通安全

対策特別交付金であります。これは交通違反の反則金を財源として交付される

もので、過去の収入実績から２７年度より２０万円少ない７０万円を見込んで

おります。２６ページ、９款１項１目地方特例交付金であります。これは国の

恒久減税などによる、市町村の減収として交付されるもので、２７年度同額の

６０万円を計上いたしております。国の恒久減税は住宅減税が該当するもので

あります。２７ページ、１０款１項１目地方交付税であります。まず普通交付

税は２５億２千万円で、２７年度対比で４千万円の減を見込んでおります。国

の２８年度の地方財政計画における交付税総額は１６兆７００３億円で２７年

度に対し０．３％の減となっておりますが、当町の２７年度の決算見込み交付

額が２７億３９８４万５千円となっていることから、この見込額に２７年度国

勢調査における人口及び新単位費用などを置きかえ、算定した数値となってお

ります。従って、当初予算比較では、１．６％の減、２７年度決算見込み対比

では、８．０％の減となっております。特別交付税は２７年度予算対比３８０

０万円増の３億４８００万円を計上いたしております。２８ページ、１１款１

項１目自動車取得税交付金であります。これは道税収入のうち９５％の１０分

の７が市町村に交付されることとなっております。消費税法改正により、税率

が引き下げられたこともあり、平成２７年度決算見込み数値に地方財政計画等

の推定交付率から減するものとし、２７年度に比べ４０万円減の６６０万円を

計上いたしております。２９ページ、１２款１項１目民生費負担金１節児童福

祉費負担金であります。これは常設保育所、へき地保育所にかかる保育料とな

っております。常設保育所分は所得基準に基づいての徴収となりますが、国の

基準により算出した額４０３３万９千円から、減額分として１９４０万５千円

の町負担を控除した２９３４万円と滞納分３１５万６千円の３０％、９４万６

千円をあわせて２１８８万円を計上いたしております。へき地保育所保護者負

担金については、１人目１万円、２人目以降５千円として、４８名分、５０４

万円を計上しており、総額で２６９２万円となっております。３０ページ１３

款１項１目総務使用料であります。１節単身者住宅使用料は振内の単身者住宅

の使用料で、月額２万７千円、１２戸分で空き室等を考慮し、９５％の稼働率

とし、前年同額の３７０万９千円を見込んでおります。２節情報通信施設使用

料は光ファイバー回線網の使用料となっておりまして、内訳としてはインター
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ネット回線としてＮＴＴに貸し出す１戸あたり１月７５６円、これを１２か月

９６０件分、８７０万９千円、振内、貫気別局の通信設備保管料４４万２千円、

あわせて９１５万１千円を計上いたしております。携帯電話の電送路使用料は

ＮＴＴドコモとソフトバンクモバイル２社に３局分月額７５６円の１２か月分

５万４千円を見込んでおります。ケーブルテレビ使用料は、振内公営住宅６０

世帯分の１２０万円、地上デジタル放送を光ファイバーの引き込みによって視

聴する世帯に対し、１万円を３年間徴収することといたしておりますが、新規

１０件分１０万円を見込み、あわせて１３０万円を計上いたしております。３

１ページ、１３款１項２目民生使用料でありますが、１節老人福祉寮は貫気別

の老人福祉寮の使用料で、入所者月額７千円の６名分と、寮母月額１万円の使

用料６２万４千円を計上いたしております。２節生活館使用料２２０万円、３

節共同作業場使用料４１万７千円、４節ふれあいセンターびらとり使用料４０

万円については過去３年間の収入実績を基に計上いたしております。３２ペー

ジ、１３款１項３目衛生使用料は墓地使用料と斎場使用料で２７年度と同額の

６０万円を計上いたしております。３３ページ、１３款１項４目土木使用料で

あります。１節土木管理使用料９千円、３節河川使用料、５節排水処理施設使

用料は使用実績により、２７年度同額を計上いたしております。２節道路占有

使用料は２７年度に比べ５千円増の１２２万１千円を見込んでおります。４節

町営住宅使用料６０３９万９千円は、２７年度の実績から３６８戸分の使用料

と滞納分を見込み、３６万円の減となっております。３４ページ、１３款１項

５目教育使用料でありますが、１節体育施設使用料１万円、２節アイヌ文化博

物館使用料５５０万円については、２７年度と同額を計上いたしております。

３節公民館使用料７０万円につきましては、２７年度の実績から２０万円の増

で計上いたしております。３５ページ、１３款１項６目農林水産使用料であり

ますが、これは町営牧場の使用料で２７年度実績等を基に積算し、２７年度よ

り４万３千円減の５３５万７千円を見込んでおります。３６ページ、１３款１

項７目商工使用料であります。１節鉄道記念館使用料は８万６千円、２節義経

資料館使用料は２６万１千円、３節山の駅ほろしり館使用料２１万７千円、４

節二風谷ファミリーランド使用料５４２万１千円は、２７年度実績等を基に計

上をいたしております。３７ページ、１３款２項１目総務手数料１節徴税手数

料４５万円、２節戸籍住民登録手数料３５１万９千円については、２７年度実

績額等を計上いたしております。３８ページ、１３款２項２目衛生手数料、畜

犬登録手数料３２万円でありますが、２７年度実績額等により計上いたしてお

ります。３９ページ、１３款２項３目農林水産手数料、農用地登記事務手数料

２万３千円であります。農業経営基盤強化促進事業嘱託登記手数料で、２７年

度実績等を基に計上いたしております。４０ページ、ここからは、国からの支

出金、国庫支出金の説明となります。１４款１項１目民生費国庫負担金１節社

会福祉費負担金のうち障害者自立支援費負担金は、身体障害者更生医療給付費、

介護・訓練等給付費などに２分の１を充当する国庫負担金６９６０万５千円に



- 24 - 

介護保険料の軽減のための負担金４８万９千円をあわせて７００９万４千円と

なっております。２節児童福祉費負担金６０９８万２千円は常設保育所及びへ

き地保育所運営費にかかわる負担金となっております。３節は児童手当にかか

る国庫負担金４７３６万３千円で、３歳児未満、３歳から小学校６年生の第１

子から第２子、第３子、中学生それぞれの段階ごとに定めた率をもとに積算さ

れております。４節保険基盤安定費負担金６８０万９千円は、国民健康保険加

入者の支援となる国庫負担金であります。４１ページ、１４款２項１目総務費

国庫補助金でありますが、１節の財産管理費補助金、家賃低廉化事業交付金１

２７１万４千円は、町営住宅の基準住宅料と実質入居者にかかわる住宅料との

差額相当分について交付されるものであります。２７年度対比で２５９万４千

円の増となっております。２節企画費補助金、地域公共交通確保維持改善事業

補助金４１１万９千円は、平取町地域公共交通活性化協議会が実施するデマン

ドバス運行事業に充当される補助金となっております。情報通信基盤整備推進

事業補助金２２７万８千円は、振内公営住宅の光ケーブル工事にかかわる補助

金となっております。３節総務管理費補助金は２０４万５千円で、マイナンバ

ー制度の実施にかかわる補助金となっております。４２ページ、１４款２項２

目民生費国庫補助金でありますが、１節の社会福祉費補助金、障害者自立支援

費補助金１３７万８千円は補助基準５３０万円の２６％となっております。臨

時福祉給付金給付費補助金は、事務費、事業費補助金あわせ、５４１万１千円

を計上し、２８年度も支給額は減額されますが引き続き実施され、それにかか

わる補助金であります。充当率は１００％、年金生活者等支援臨時福祉給付金

給付費補助金２５３６万５千円は、賃金引き上げの恩恵が及びにくい低年金受

給者への支援措置として支給される給付金にかかわる補助金となっており、充

当率は１００％であります。介護サービス提供基盤等整備事業補助金３４００

万円は、振内地区に建設予定の生活支援ハウスにかかる補助金となっておりま

す。２節児童福祉費補助金、子ども子育て支援交付金１３６万３千円は、ふれ

ない児童クラブの運営にかかる補助金となっております。子どものための教育

保育給付費補助金３８万８千円は、保育料積算システムの改修にかかわる補助

金となっております。 

議長 休憩します。 

   （休 憩 午前１１時５８分） 

   （再 開 午後 １時００分） 

議長 再開します。午前中に引き続き４３ページより説明願います。総務課長。 

総務課長 ４３ページでありますがその前に、先ほど私が口頭で説明申し上げました中で

誤りがありましたので、訂正いたします。１９３ページをお開き願います。１
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９３ページ、平取町財政調整基金積立金であります。その説明の中で、金融機

関預け入れ等の利率を誤って１１％と申し上げてしまいました。正解は０．１

１％、０．１１％の誤りでございましたので、訂正させていただきます。よろ

しくお願いいたします。それでは、４３ページから再開させていただきます。

１４款２項３目衛生費国庫補助金１節保健衛生費補助金であります。循環型社

会形成推進交付金は、合併浄化槽設置にかかる国の補助金となっておりまして、

５人槽８基、７人槽２基分を見込み、１２３万２千円となっております。後期

高齢者健診事業に充当される、健康増進事業費補助金７０万円、がん検診事業

に充当する感染予防事業費補助金６０万円も２７年度同額を計上いたしており

ます。４４ページ、１４款２項４目土木費国庫補助金でありますが、１節道路

橋梁費補助金は荷負本村線改良事業と橋梁長寿命化橋梁補修事業、道路付属物

点検事業のそれぞれの事業費の１０分の７の額で積算し、川向学校シラウ川線

改良舗装事業については、２７年度の交付実績等を勘案し補助率１０分の７に

０．３２を乗じて得た額といたしております。地球温暖化対策推進事業費補助

金８００万円については、道路照明灯などをＬＥＤに切り替えるための調査費

用等に対する補助金となっております。２節住宅建設費補助金は、公営住宅建

設事業の事業費基準額の２分の１、４０６０万円を計上いたしております。４

５ページ、１４款２項５目教育費国庫補助金でありますが、１節教育総務費補

助金４万３千円は、へき地児童の心臓検診費用への補助金、２節小学校費補助

金９千円は要保護児童にかかる町の就学援助費等の負担に対する補助金となっ

ております。３節中学校費補助金７７３０万４千円は、振内中学校の屋体改築

事業にかかわる補助金であります。面積等により算定される補助基準額の５

５％に事務費に対する補助金を加えた額となっております。４節社会教育費補

助金８８６万７千円の内訳については、文化的景観保護推進事業補助金として

２７年度に引き続き、調査費用等に充当するための補助金７４９万２千円と２

８年度新規に計上する名勝ピリカノカ保護推進事業として、普及啓発費用等に

対する補助金１３７万５千円をあわせた額となっております。４６ページ、１

４款２項６目農林水産業費国庫補助金でありますが、農地基本台帳システムの

更新費用にかかる補助金となっており、充当率は１００％であります。４７ペ

ージ、１４款３項１目総務費国庫委託金１節総務費委託金４０３０万円は、平

取ダム建設にかかわるアイヌ文化の保全対策に関する調査業務に対する国から

の委託金となっております。２節戸籍住民基本台帳費委託金２４万４千円は中

長期で残留する外国人登録事務に関する国からの委託金となっております。３

節選挙費委託金８１６万５千円は、２８年７月に予定される参議院議員通常選

挙にかかる委託金となっております。４８ページ、１４款３項２目民生費国庫

委託金でありますが、１節国民年金委託金２０１万９千円、２節児童手当委託

金１万９千円、どちらも当該事務に関する国からの委託金となっております。

４９ページ、１４款３項３目商工費国庫委託金でありますが、１節商工費委託

金７００万円は二風谷ダム周辺の環境維持管理にかかる国からの委託金であり
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ます。５０ページ、１４款３項４目教育費国庫委託金でありますが、１節沙流

川歴史館管理費委託金７７９万１千円、これは歴史館の管理にかかる国からの

委託金であります。２７年度計上の埋蔵文化財発掘調査費委託金７６７万６千

円の減により科目としては、７７５万２千円の減となっております。以上が国

庫支出金の説明であります。次からは道支出金の説明をさせていただきます。

５１ページ、１５款１項１目民生費道負担金であります。１節から４節の国民

健康保険基盤安定費負担金、保険者支援分までは国庫負担金で説明いたしまし

た内容についての国、道の負担区分にかかる道の負担分についてそれぞれの金

額を計上しております。４節の国保基盤安定費負担金の保険料軽減分について

は、道からの負担金１６１１万７千円を計上いたしております。後期高齢者医

療保険基盤安定費負担金は、後期高齢者医療特別会計繰出金の保険基盤安定分

２０９１万３２７０円の４分の３が交付されるものであります。５２ページ、

１５款２項１目総務費道補助金でありますが、１節財産造成費道補助金３００

１万８千円は町有林造成事業にかかる補助金となり、造林２２ヘクタール、下

刈７３．８ヘクタール、除間伐等８６ヘクタール、森林保護これは野鼠駆除で

ありますがこれに対して交付されるものであります。２節企画費補助金の電源

立地地域対策交付金５２０万１千円は、岩知志発電所の所在町として交付され、

病院会計の繰出金に充当を予定をしております。土地利用規制等対策事業市町

村交付金５万４千円は、国土法の土地届出事務に対して交付されるものであり

ます。地域づくり総合交付金６４４７万６千円については、二風谷地区の再整

備にかかる事業費に充当を予定しております。５３ページ１５款２項２目民生

費道補助金でありますが、１節社会福祉費補助金の重度心身障がい者医療費補

助金７０９万８千円は医療費に、民生委員活動費補助金１６６万１千円は活動

費に対し、子ども発達支援事業専門支援事業費補助金４１万８千円及び、地域

づくり総合交付金７０万７千円は、子ども発達支援センター運営費にそれぞれ

充当される補助金となっております。２節老人福祉費補助金の老人クラブ運営

事業費補助金６０万５千円は運営費に、権利擁護人材育成事業費補助金２６０

万３千円は認知症高齢者等の権利擁護に携わる人材の育成を目的とした研修会

の開催費用等に充当される補助金となっております。３節生活館費補助金１０

８５万９千円は、二風谷生活館及びその他１１館の生活館に対する運営費等の

補助金となっております。４節児童福祉費補助金の医療費補助金、乳幼児２５

３万７千円、ひとり親９７万９千円は、乳幼児、ひとり親家庭等医療費に充当

されるものであります。子ども子育て支援交付金１３６万３千円はふれない児

童クラブ運営費に充当する補助金となっております。５４ページ、１５款２項

３目衛生費道補助金１節保健衛生費道補助金、地域づくり総合交付金１４０万

円はエゾシカ捕獲委託事業に充当されるものであります。消費・安全対策交付

金２５万円は食育推進事業に充当されるものであります。鳥獣被害防止緊急捕

獲活動支援事業補助金１０６５万円はエゾシカ、アライグマ捕獲委託事業に充

当されるものであります。５５ページ、１５款２項４目農林水産業費道補助金
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は１節農業費補助金、額の大きなものを主にご説明申し上げます。中山間地域

等直接支払交付金は２７年度より４２２万７千円減の３４８０万６千円、地域

づくり総合交付金は、新規就農者用リース農場整備事業補助金に充当され、２

７年度より１３６０万円増の２７２０万円を計上いたしております。経営所得

安定対策直接支払推進事業補助金は４６万８千円減の５５１万５千円の計上で

あります。経営体育成支援事業補助金は農家の経営拡大のための設備投資に関

し融資を受けた場合の自己負担額に助成される補助金となっており、３９０万

円を計上いたしております。青年就農給付金事業交付金は対象者８名分を見込

み、２７年度より４１２万５千円減の１５００万円を計上いたしております。

下段の地域づくり総合交付金１６５万円は、特産物消流対策事業に充当される

ものであります。３節林業振興費補助金、２１世紀北の森づくり推進事業費補

助金は２７年度より５００万９千円増の７６４万９千円を計上いたしておりま

す。４節治山治水費補助金は２７年度に続き小規模治山事業、貫気別丸山地先

の沢８５０万円を計上いたしております。５節林道費補助金は継続事業の林業

専用道芽生林道開設事業補助金は２７年度より１２５０万円増の１７５０万

円、林道オユンベ線改良事業補助金は、２７年度より１０８０万円増の１９８

０万円を計上いたしております。５６ページ、１５款２項５目土木費補助金で

あります。１節住宅改良費補助金１９０万円で、アイヌ住宅改良資金貸付事業

に対しての補助金であり、対象事業費の４分の１が交付されます。２７年度と

同額であります。５７ページ、１５款２項６目教育費道補助金１節社会教育費

補助金、放課後子ども教室推進事業補助金は、３地区で実施されております教

室の運営費等に対し交付されるものであります。前年同額であります。５８ペ

ージ、１５款２項７目消防費道補助金であります。１節消防費道補助金、地域

づくり総合交付金７８万１千円は、災害時における食料などの備蓄品購入費用

に充当されるものであります。５９ページ、１５款３項１目総務費道委託金で

あります。１節から３節については説明欄記載の委託金について計上しており

ます。２節の道民税徴収委託金７０１万円は納税義務者数に単価、３千円かけ

る２３３６人をかけて交付されるものであります。２７年度実施の国勢調査費

委託金、北海道知事道議会議員選挙委託金の減により科目では１０１７万２千

円の減となっております。６０ページ、１５款３項２目農林水産業費道委託金

であります。道営農業農村整備事業補助監督等委託金４８万９千円は、長知内、

幌毛志地区の地すべり防止区域の点検調査等にかかる費用に対する委託金であ

ります。家畜伝染病予防手数料徴収事務委託金１３万２千円は、家畜の検査に

伴う手数料の徴収にかかる委託金であります。１６款１項１目財産貸付収入１

節土地建物貸付収入４０３７万２千円であります。土地貸付料５９１万７千円

は一般貸付分１５５件のほか、北電、ＮＴＴの電柱等の貸付料となっておりま

す。建物貸付料１１５６万８千円は、一般貸付１７件分のほか、農業研修生住

宅等の貸付料を、公宅貸付料２２８８万７千円は公宅１６５戸分を計上し、２

７年度比２７３万９千円の増となっております。６２ページ、１６款１項２目
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１節利子及び配当金は２８８万９千円であります。財政調整基金及び各種特定

目的基金の利子について計上いたしております。預金利率は０．１１％で積算

をいたしております。６３ページ、１６款２項１目不動産売払収入、１節不動

産売払収入、土地売払代３８０万１千円は二風谷分譲宅地８区画分の収入を計

上いたしております。２節その他不動産売払収入３千万１千円は、町有林の立

木売払代金を見込んでおります。２７年度と同額で計上いたしております。６

４ページ、１６款２項２目１節物品売払収入１万円であります。町史等の売払

いを見込んでおります。６５ページ、１７款１項１目１節寄附金であります。

２７年度の決算見込みを考慮し、ふるさと寄附金４千万円を見込んでおります。

６６ページ、１８款１項１目１節沙流川ダム地域振興基金繰入金１億５千万円

であります。充当事業といたしましては、予算説明資料１５ページにあります

とおり二風谷地区の再整備事業から公営住宅大規模改修事業までの１０事業に

それぞれの額で充当いたすものであります。６７ページ、１８款１項２目１節

平取町地域雇用創出基金繰入金１７００万円であります。昨年に引き続き臨時

職員の雇用と町有林管理のための臨時的な人件費に充当を予定いたしておりま

す。６８ページ、１８款１項３目１節平取町ふるさと応援基金繰入金３００万

円であります。平取高校対策費への充当を予定いたしております。６９ページ、

１９款１項１目１節繰越金は前年度繰越金３千万円を計上いたしております。

２７年度予算における繰越金は、繰越事業の一般財源を除き８千万円程度を見

込んでいるところでありますが、差額分については、留保財源とするものであ

ります。７０ページ、ここからは諸収入の説明になります。２０款１項１目１

節延滞金１０万円であります。これは町税延滞金を計上いたしております。７

１ページ、２０款２項１目１節預金利子は前年同額の３０万円を計上いたして

おります。７２ページ、２０款３項１目１節国民健康保険病院特別会計貸付金

元利収入４４４万４千円であります。２２年度、国保病院に貸し付けた４４０

０万円にかかる元利償還金となっております。７３ページ、２０款４項１目１

節社会福祉資金貸付金元利収入１６８万４千円は、２８年度貸付金償還分を１

５０万円とし、滞納分を４６万円の４０％を見込み１８万４千円と計上いたし

ております。７４ページ、２０款４項２目１節中小企業融資資金貸付金元金収

入３３３２万２千円は、特別融資３１３２万２千円、経営改善融資２００万円

を計上し、新規、既存分の金融機関への預託金の収入を計上いたしております。

７５ページ、２０款４項３目１節公社融資資金貸付金元利収入は３０６万３千

円でありますが、畜産公社への貸付金にかかる元利収入を計上いたしておりま

す。７６ページ、２０款４項４目１節住宅改良資金貸付金元利収入１３８７万

４千円でありますが、アイヌ住宅改良資金貸付金の元金償還金、現年分１０７

８万円、滞納繰越分３０９万４千円を計上いたしております。７７ページ、２

０款４項５目１節勤労者生活安定融資資金貸付金元金収入１６００万円は、預

託金収入を計上いたしております。７８ページ、２０款４項６目１節振内歯科

診療所運営資金貸付金元金収入４４万円は、貸付金にかかる償還元金収入を計
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上いたしております。７９ページ、２０款４項７目１節平取町奨学資金貸付金

元金収入６６万６千円は、奨学資金貸付者４名分の償還金を計上いたしており

ます。８０ページ、２０款４項８目１節二風谷民芸組合運営資金貸付金元金収

入４８０万６千円は、二風谷民芸組合が実施するアイヌ伝統工芸品産業支援事

業の資金繰りとして一時貸し付けを行うことによる貸付金の元金収入でありま

す。８１ページ、２０款４項９目１節平取町地域活性化協議会貸付金元金収入

４２０万円は平取町地域活性化協議会が実施する実践型地域雇用創造事業の資

金繰りとして一時貸し付けを行うことによる貸付金の元金収入であります。２

０款５項１目雑入１節企業負担金、これは畜産公社からの負担金で人件費５１

５万５千円、事務所費４０万円の内訳になっております。人件費の増により１

１６万４千円の増となっております。これは再任用職員の給与の格付を２級か

ら３級に上げたことによるものであります。２節雑入については、主なものを

説明いたします。平取町社会福祉協議会負担金、２７年度より１６万９千円減

の６５２万５千円を計上いたしております。土地改良区負担金は２７年度より

８７万８千円増の６８７万８千円、アイヌ文化振興・研究推進機構委託金はイ

オル整備事業等にかかる委託金で２７年度より１８万８千円増の１０３０万２

千円となっております。居宅介護サービス計画費は１０８万７千円減の２１７

万３千円、子ども発達支援センター運営費負担金は２７年度より２８１万６千

円減の５８０万円、特例障害児通所給付費は２７年度より９２万円増の４５７

万１千円、いきいきふるさと推進事業助成金１００万円は、特産物消流対策事

業に充当されるものであります。長寿・健康増進事業補助金は２７年度より２

１５万４千円増の２６１万３千円であります。豊糠・幌尻林道シャトルバス利

用者負担金は１８００人の利用を見込み７２０万円を計上いたしております。

市町村振興宝くじ交付金２００万円は、図書の購入に充当されます。芸術劇場

入場券販売収入１００万円は５００人の入場者を見込んでいるものでありま

す。主なものは以上でありますが、雑入は２７年度に比べ８６０万６千円の減

となっております。８４ページ、ここからは町債となります。２１款１項１目

１節総務債６３３０万円であります。内訳は民間賃貸共同住宅整備費助成事業

に２千万円、生活交通確保対策事業に１８００万円、地域公共交通活性化事業

に８５０万円、住宅リフォーム促進奨励事業に６００万円、地域情報通信基盤

整備事業に１０８０万円となっております。すべて過疎債を予定をいたしてお

ります。８５ページ、２１款１項２目１節民生債１億２０万円であります。内

訳は振内町民センター整備事業に３７２０万円、生活支援ハウス整備事業に４

６００万円、芽生生活改善センター改修事業に８５０万円、平取かつら園内部

改修事業に６００万円、びらとりデイサービスセンター介護入浴機器整備事業

に２５０万円となっております。いずれも過疎債を予定しております。８６ペ

ージ、２１款１項３目農林水産業債１節農業債３１５０万円の内訳は、農業者

就農促進対策事業９００万円、新規就農者用リース農場整備１千万円、中山間

地域型農地整備事業１８０万円、農業振興地域整備計画変更調査事業１０７０
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万円となっております。いずれも過疎債を予定いたしております。２節林業債

７２２０万円の内訳は、貫気別丸山地先小規模治山事業に８５０万円、林業専

用道開設事業１７５０万円、林道オユンベ線改良事業４６２０万円の充当を予

定しております。林道事業は過疎債を予定いたしております。８７ページ、２

１款１項４目１節商工債８００万円であります。義経公園整備事業に充当する

予定で、過疎債を予定しております。８８ページ、２１款１項５目土木債１節

道路橋梁債６５５０万円の内訳は、川向町界線舗装事業から荷菜牧場線改良舗

装事業までの３路線に４３００万円、過疎債であります。長知内ヤマダの沢、

タンノの沢、オバウシナイ川護岸改修工事の３事業に２２５０万円、一般単独

事業債を充当する予定であります。２節住宅債４０６０万円は、公営住宅建設

事業に充当する予定であります。８９ページ、２１款１項６目１節消防債１５

００万円であります。消防施設整備事業に充当する予定で、過疎債を予定して

おります。９０ページ、２１款１項７目１節教育債１億２８８０万円は、学校

給食施設用備品整備事業に４００万円、振内中学校屋体改築事業に１億２４８

０万円の充当を予定しております。過疎債を予定しております。９１ページ、

２１款１項８目１節臨時財政対策債であります。交付税の性格を持つ臨時財政

対策債は、地方財政計画では１６．３％の減となっておりますが、２７年度決

算見込み等も考慮し２７年度比で４９０万円減の１億５４６０万円を計上いた

しております。当該起債は後年度その元利償還金の１００％が普通交付税に算

入される起債となっており、実質的に交付税と同じ性格を持つものであります。

以上が歳入の説明であります。次に、第２表の債務負担行為をご説明いたしま

すので、７ページをご覧いただきたいと思います。予算書７ページであります。

第２表債務負担行為です。地方自治法の規定により債務を負担することができ

る事項、期間、限度額を定めるものであります。まず中小企業特別融資利子補

給金ですが、期間を平成３８年度、限度額は３０６万円といたしております。

町内中小企業への新規貸し付けを２千万円、利率３．１％としております。中

小企業経営改善融資利子補給金は、主に設備等の整備のための資金で、融資額

６００万円、利率３．３％として積算し、平成３７年までの１０年間で限度額

を８７万９千円といたしております。小中学校電子黒板購入費は、備考資金組

合への債務負担行為として小中学校７校分１千万円、年利０．３％で期間を平

成３２年度とし、限度額を１００８万７千円といたしております。続いて第３

表地方債についてご説明いたしますので、次のページ、８ページをご覧いただ

きたいと思います。８ページ、第３表地方債であります。起債の目的、限度額、

方法、利率、償還の方法を定めるものでありますが、平成２８年度は一番下の

臨時財政対策債を除く２８の事業に充当を予定しております。このうち、地域

公共交通活性化事業、地域情報通信基盤整備事業、生活支援ハウス整備事業、

小規模治山事業、林業専用道開設事業、林道オユンベ線改良事業、川向学校シ

ラウ川線改良舗装事業、下から５番目の公営住宅建設事業、振内中学校屋体改

築事業が補助事業となっており、補助金充当後の事業費に起債を充当すること
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といたしております。臨時財政対策債を除く起債総額５億２５１０万円のうち、

４億５３５０万円はその元利償還金が交付税算入される過疎債を予定いたして

おります。一番下の臨時財政対策債は普通交付税で算出される額を起債という

かたちで交付する内容となっており、２８年度の発行見込み額１億５４６０万

円を予定いたしております。ご説明の結びにあたって申し上げます。平取町の

厳しい財政状況は依然として続いており、今後も決して予断を許しません。第

６次総合計画を基本に、中長期的な視野に立ったまちづくりがかなうよう、国

や道の取り組みともしっかり連携し、町民生活の向上を目指しながら、将来に

向かって持続可能な財政運営を図ってまいりたいと考えておりますので、議会

並びに町民各位のご理解を賜りますよう、切にお願い申し上げる次第でありま

す。以上、議案第１３号平成２８年度平取町一般会計予算の説明を終了させて

いただきますので、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

議長 次に、国民健康保険特別会計予算及び後期高齢者医療特別会計予算について提

案説明を求めます。町民課長。 

町民課長 それでは議案第１４号平成２８年度平取町国民健康保険特別会計予算について

ご説明いたします。国保の１ページをお開き願います。第１条は歳入歳出予算

の総額をそれぞれ８億３９８０万円に定めようとするものでございます。第２

条は一時借入金の限度額を５千万円に定めようとするものでございます。第３

条は歳出予算の各項の経費の流用につきましては、保険給付費の同一款内の各

項間の流用のみと定めようとするものでございます。それでは事項別明細書の

歳出からご説明いたしますので、国保の３２ページをお開き願います。１款１

項１目一般管理費で、国民健康保険事業の実施にかかる経常的経費で１７８万

１千円を計上しております。２７年度比で８７万円の減となっておりますが、

共通経費の見直しによるものでございます。３３ページ、２目連合会負担金で

６５万９千の計上でございます。３４ページ、３目特別対策事業５６７万３千

円の計上で、事業の医療費適正化を講じるための経費で１３節委託料の減額分

につきましては、２７年度に実施しました国保資格システム改修業務委託料の

減によるものでございます。国保３５ページ、２項１目賦課徴収費８２万７千

円の計上で、２７年度比８７万３千円の減となっておりますが、共通経費の見

直しによるものでございます。３６ページ、２目納税奨励費１４５万８千円の

計上で、日高管内地方税滞納整理機構負担金でございます。国保３７ページ、

３項１目運営協議会費３６万６千円の計上で、国保運営協議会に関する必要経

費となっております。国保３８ページ、２款１項１目一般被保険者療養給付費

３億８７００万円の計上でございます。この科目は一般被保険者の医療費を保

険者が直接医療機関等へ支払うもので、単価、人数の見直しで２７年度比２３

００万円減で見込んでおります。国保３９ページ、２目退職被保険者等療養給

付費２千万円の計上でございます。こちらも単価人数の見直しを行い、２７年
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度比３００万円の減で見込んでおります。国保４０ページ、３目一般被保険者

療養費３６０万円の計上で、一般被保険者の補装具、針、灸等の医療費を本人

が一旦全額負担した場合の自己負担分以外の療養費で２７年度比４０万円減で

見込んでおります。国保４１ページ、４目退職被保険者等療養費２０万円、２

７年度同額で計上しております。国保４２ページ、５目審査手数料１２０万円

の計上で、国保連合会にかかる医療費審査手数料で２７年度同額でございます。

国保４３ページ、２項１目一般被保険者高額療養費４７５２万円の計上でござ

います。一般被保険者が支払う医療費の自己負担額のうち、月内で定められた

限度額を超えた場合に、超えた部分を高額医療費として支払う費用で２７年度

実績を基に算出し、２７年度比２７８万円の減としております。国保４４ペー

ジ、２目退職被保険者等高額療養費３８０万円の計上で、平均療養費と人数の

見直しにより２７年度比２０万円減で計上しております。国保４５ページ、３

目一般被保険者高額介護合算療養費１千円の計上でございます。これは一般被

保険者が支払った医療費の自己負担額のうち、１年間の医療費と介護サービス

費を加算して決められた限度額を超えた場合に支払う費用でございますが、こ

こ数年、実績がないことから、１千円の計上としております。国保４６ページ、

４目退職被保険者等高額介護合算療養費でございますが、一般同様ここ数年実

績がないことから１千円の計上としております。国保４７ページ、３項１目一

般被保険者移送費で医療機関を受診時に特別な事情が発生し、移送される場合

に支給されるものでございますが、こちらもここ数年実績がないことから１千

円の計上としております。国保４８ページ、２目退職被保険者等移送費につき

ましても一般同様１千円の計上でございます。国保４９ページ、４項１目出産

育児一時金でございます。１４人分５８８万３千円を計上しております。国保

５０ページ、５項１目葬祭費につきましては１５件分１５万円を計上しており

ます。国保５１ページ、３款１項１目後期高齢者支援金等９０９０万１千円の

計上でございます。これは全保険者が拠出し後期高齢者医療制度を支えるもの

で、社会保険支払い基金の概算通知により２７年度比１１９７万９千円の減で

計上しております。国保５２ページ、２目後期高齢者関係事務費拠出金は７千

円の計上でございます。国保５３ページ、４款１項１目前期高齢者納付金等３

万８千円の計上でございます。こちらも全保険者が拠出し前期高齢者医療制度

を支える仕組みで、１人当たりの負担調整対象額の減により２７年度比９千円

の減となっております。国保５４ページ、２目前期高齢者関係事務費拠出金に

つきましては７千円の計上でございます。国保５５ページ、５款１項１目老人

保健事務費拠出金につきましては、医療費精算にかかる拠出金で経過措置によ

り継続中のため４千円を計上しております。国保５６ページ、６款１項１目介

護納付金でございます。これは４０歳から６４歳までの全被保険者が拠出し、

介護保険制度を支える制度で３６２０万９千円の計上でございます。１人当た

りの負担額の減により、２７年度比２５３万７千円の減となっております。国

保５７ページ、７款１項１目共同事業拠出金でございます。これは１件当たり
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１か月８０万円以上の高額な医療費が発生した場合に国が保険者の運営基盤の

安定化を図るための事業で、１９８２万円の計上でございます。医療費に基づ

いた国保連合会の試算により２７年度比６６万４千円の増で計上しておりま

す。国保５８ページ、２目保険財政共同安定化事業拠出金で１億９８４７万１

千円の計上で、２７年度比３０７万８千円の減となっておりますが、こちらも

医療費に基づいた国保連合会の試算により計上しております。国保５９ページ、

３目共同事業事務費拠出金は２７年度同額の１千円の計上でございます。国保

６０ページ、８款１項１目特定健康診査等事業費でございます。この科目は国

保被保険者の保健事業に要する経費で４１６万７千円の計上でございます。国

保６１ページ、２項１目保健衛生普及費は、国の医療費適正化事業で保健師に

よる個別の保健指導の経常的経費で、実績に基づき２万円を計上しております。

国保６２ページ、９款１項１目基金積立金は国保給付費支払準備基金積立金で

４万１千円の計上でございます。国保６３ページ、１０款１項１目利子は一時

借入金のための利子ですが、ここ数年借入実績がないことから３万円を計上し

ております。国保６４ページ、１１款１項１目保険税還付金、国保６５ページ、

２目償還金、国保６６ページ、３目還付加算金はそれぞれ２７年同額の１千円

を計上しております。国保６７ページ、２項１目直診施設勘定繰出金は、国保

病院特別会計への繰出金で７９６万円を計上しております。２７年度比３４６

万円の増分につきましては、解析付心電計購入にかかる繰り出し分となってお

ります。国保６８ページ、１２款１項１目予備費は２７年度同額の２００万円

の計上でございます。以上歳出合計額８億３９８０万円で、２７年度比４７９

４万円の減となっております。次に歳入についてご説明いたしますので、国保

８ページをお開き願います。１款１項１目一般被保険者国民健康保険税でござ

います。これは一般被保険者の療養給付に要する費用の財源として賦課徴収す

る保険税でございます。世帯数９８０世帯、被保険者数１８００人、収納率９

６％を見込み、医療分、後期高齢者支援分、介護分あわせて２億９４万３千円

を計上し、２７年度比９９４万円の減となっております。国保９ページ、２目

退職被保険者等国民健康保険税は一般同様、世帯数２７世帯、被保険者数４０

人、収納率９６％を見込み、医療分、後期分、介護分あわせて５６２万４千円、

２７年度比１３２万７千円の減で計上しております。国保１０ページ、２款１

項１目督促手数料は保険税の督促手数料として２７年同額の１千円を計上して

おります。国保１１ページ、３款１項１目療養給付費等負担金は一般被保険者

の療養給付費、介護納付金、後期高齢者支援金にかかる費用に対して３２％相

当額が国から助成されるもので、１億３６０９万円を計上しております。療養

給付費一般分、介護納付金分、後期高齢者支援金いずれも負担減により、２７

年度比１４０９万９千円の減となっております。国保１２ページ、２目高額医

療費共同事業負担金は、歳出の７款１項１目の高額医療費共同事業拠出金に対

して国から４分の１相当額が助成されるもので、２７年度比１６万５千円増の

４９５万４千円を計上しております。国保１３ページ、３目特定健康診査等負
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担金は、特定健康診査等の行為に対して国から助成されるもので、２７年度同

額の６８万円の計上となっております。国保１４ページ、２項１目財政調整交

付金は、市町村間の財政力の不均衡を調整するために国から交付されるもので、

普通調整交付金８９５万９千円、特別調整交付金７４６万２千円、あわせて１

６４２万１千円を計上しております。２７年度比１４７７万１千円の減となっ

ておりますが、全体医療費の減によるものでございます。国保１５ページ、４

款１項１目療養給付費交付金は退職被保険者の療養給付等にかかる費用から保

険税を控除して助成される交付金で２３４８万４千円の計上でございます。医

療費の減により、２７年度比４４５万円の減となっております。国保１６ペー

ジ、５款１項１目前期高齢者交付金は、前期高齢者に対して社会保険診療報酬

支払基金から保険給付費にあてるものとして交付されるもので、１億１５３２

万１千の計上でございます。２６年度の精査分が相殺されて交付されるため２

７年度比９４９万３千円の減となっております。国保１７ページ、６款１項１

目高額医療費共同事業負担金は、国庫負担金と同様に高額医療費共同事業拠出

金に対して、道から助成されるもので、４９５万４千円で、２７年度比１６万

５千円の増で計上しております。国保１８ページ、２目特定健康診査等負担金

は国庫負担金と同様に２７年度同額６８万円の計上となっております。国保１

９ページ、２項１目財政調整交付金でございます。これも国と同様に、市町村

間の財政力の不均衡を調整するために、道から交付されるもので、普通調整交

付金２９６９万５千円、特別調整交付金２４３６万３千円あわせて５４０５万

８千円で、特別調整交付金の財政調整分の増により２７年度比７１２万５千円

の増で計上しております。国保２０ページ、７款１項１目高額医療費共同事業

交付金は、レセプト１件８０万円を超える医療費が発生した場合に、国保連合

会から交付されるもので、１５０７万５千円の計上でございます。２７年度比

２８８万３千円の増となっております。国保２１ページ、２目保険財政共同安

定化事業交付金は、保険料の平準化、財政の安定を図るためのもので、２７年

度比１７１９万円減の１億８４３５万９千円の計上となっております。国保２

２ページ、８款１項１目利子及び配当金は、国保支払準備基金利子分で４万１

千円の計上でございます。国保２３ページ、９款１項１目一般会計繰入金でご

ざいます。これは国民健康保険制度の運営に対して、一般会計が国保会計へ繰

り出すための経費で法定ルールに従い措置するもので、平成２７年度において

支援が拡充されたため７９９万１千円増の４７０９万８千円の計上となってお

ります。国保２４ページ、２項１目平取町国民健康保険給付費支払準備基金繰

入金は、医療費の推移状況及び繰越金をプールし１５００万円増の３千万円を

計上しております。国保２５ページ、１０款１項１目繰越金は、２７年度決算

見込みにより１千円の計上となっております。国保２６ページ１１款１項１目

一般被保険者延滞金は１千円の計上でございます。国保２７ページ、２目退職

被保険者延滞金、国保２８ページ、２項１目一般被保険者第３者納付金、国保

２９ページ、２目退職被保険者等第３者納付金につきましてはそれぞれ２７年
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度同額の１千円を計上しております。国保３０ページ、３目雑入は前年実績に

より１万２千円を計上しております。歳入合計８億３９８０万円で、２７年度

比４７９４万円の減となっております。以上国民健康保険特別会計予算の説明

とさせていただきますのでご審議のほどよろしくお願いいたします。 

続きまして、議案第１５号平成２８年度平取町後期高齢者医療特別会計予算に

ついてご説明いたします。予算書後期の１ページをお開き願います。第１条は

歳入歳出予算の総額をそれぞれ７５５５万４千円に定めようとするものでござ

います。それでは事項別明細書の歳出からご説明いたしますので、後期の１７

ページをお開き願います。１款１項１目一般管理費は、旅費をはじめとする事

務の運営に要する一般的経費で、２７年度同額の２６８万８千円の計上でござ

います。後期１８ページ、２項１目徴収費は保険料徴収に要する経費で、２７

年度同額の１６万円の計上となっております。後期１９ページ、２款１項１目

後期高齢者医療広域連合納付金は、広域連合に支払う事務費負担金、保険料、

保険基盤安定負担金で、７２３０万３千円の計上でございます。被保険者数、

１人当たりの医療費ともに減少傾向にあるため、２７年度比４０６万６千円の

減となっております。後期２０ページ、３款１項１目保険料還付金、後期２１

ページ、２目還付加算金、後期２２ページ、３目償還金はそれぞれ２７年度同

額の１千円の計上でございます。後期２３ページ、４款１項１目予備費は２７

年度同額の４０万円の計上でございます。歳出合計額７５５５万４千円の計上

で、２７年度比４０６万６千円の減となっております。次に歳入についてご説

明いたしますので、後期の６ページをお開き願います。１款１項１目特別徴収

保険料は現年度分保険料として２７年度比１４０万５千円減の２９６７万９千

円の計上でございます。この保険料につきましては北海道後期高齢者医療広域

連合において２６年度の所得を基に試算をしております。後期７ページ、２目

普通徴収保険料は現年度分滞納繰越分として２７年度比２６５万７千円減の１

９３５万９千円を計上しております。この保険料につきましても北海道後期高

齢者医療広域連合におきまして、２６年度の所得を基に試算をしております。

後期８ページ、２款１項１目督促手数料は、２７年度同額の１千円を計上して

おります。後期９ページ、３款１項１目事務費繰入金は、広域連合事務負担金

と後期高齢者医療運営に必要な経費を一般会計から繰入金として２７年度比８

万８千円増の５５９万６千円を計上しております。後期１０ページ、２目保険

基盤安定繰入金は低所得者に対する保険料軽減相当分を公費で負担するもので

９万２千円減の２０９１万４千円を計上しております。後期１１ページ、４款

１項１目繰越金、後期１２ページ、５款１項１目延滞金、後期１３ページ、２

項１目保険料還付金、後期１４ページ、２目還付加算金、後期１５ページ、３

項１目雑入につきましてはそれぞれ２７年度同額の１千円の計上となっており

ます。以上歳入合計７５５５万４千円、２７年度比４０６万６千円の減となっ

ております。以上後期高齢者医療特別会計の予算説明とさせていただきますの

で、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
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議長 休憩します。再開は１４時１０分といたします。 

   （休 憩 午後 １時５５分） 

   （再 開 午後 ２時１０分） 

議長 再開します。次に、介護保険特別会計予算の提案説明を求めます。保健福祉課

長。 

保 健 福 祉

課長 

議案第１６号、平成２８年度平取町介護保険特別会計予算についてご説明いた

します。介護保険の１ページをお開き願います。第１条、歳入歳出予算、歳入

歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４億６７９０万円と定める。第２条、一時

借入金、地方自治法２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額は５

千万円とする。第３条、歳出予算の流用、地方自治法２２０条第２項ただし書

きの規定により、保険給付費の同一款内の各項の間の流用とする。それでは、

事項別明細の歳出からご説明いたします。介護保険３１ページをお開き願いま

す。１款１項１目一般管理費３８３万８千円の計上であります。これは介護保

険事業に必要となる一般的な経常経費でございます。需用費の６５万８千円の

減額でありますが、昨年度の第６期の介護保険事業計画がスタートした段階で

のパンフレット、保険証等の作成の分が減となっております。委託料ですが、

昨年度の制度改正のシステム改修ということで、本年度ございませんので、３

００万円の減ということになります。次３２ページをお開き願います。１款２

項１目賦課徴収費１４万９千円の計上でございます。これは、第１号被保険者

の保険料の普通徴収にかかる納入通知などによる費用でございます。需用費で

すが、納付書の購入ということで本年度１１万３千円増額させていただいてお

ります。次、３３ページをお開き願います。１款３項１目介護認定審査会費、

これは４４９万９千円の計上でございます。認定調査会の開催の必要経費とい

うことになります。役務費で認定調査会の資料となる主治医の意見書を作成し

ていただく経費ということになります。これは手数料になります。件数の増加

によりまして２４万３千円の増額をさせていただいております。また負担金は、

日高西部介護認定調査会規約に基づく均等割、それから高齢者人口割の負担と

いうことになりまして７万２千円の減ということになります。次のページ、３

５ページをお開き願います。認定調査費ですが、３５９万円の計上でございま

す。この賃金１５５万９千円の減額でありますが、昨年度介護給付の適正化と

いうことで、ケアプランの作成、また住宅改修、それから福祉用具の実態調査

などを行った分が本年度必要ないということで、減額させていただいておりま

す。委託料ですが、今回、町内外の認定調査回数の件数の増ということで２３

万８千円の増額ということであります。次、３５ページをお開き願います。１

款４項１目計画策定費１３万円の計上であります。これは介護保険運営委員会
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の報酬であります。前年同額であります。次のページをお開き願います。２款

１項１目居宅介護サービス給付費８５５８万９千円の計上であります。これに

つきましては、在宅での介護サービス、デイサービス、ショートステイ、ヘル

パーサービスなどの利用にかかる給付ということであります。利用状況といた

しまして２５４万９千円の増額ということになっております。これにつきまし

ては、特定入所者生活介護施設へのサービスということになりますが、これが

２０回ほど増加ということになりまして今回増額させていただいております。

次３７ページをお開き願います。２目地域密着型サービス給付費６０４８万円

の計上であります。これは地域密着型の認知症グループホームにおける給付費

ということになります。前年同額であります。３８ページをお開き願います。

３目施設介護サービス費２億８３２万円の計上であります。これは施設での介

護サービスに対する給付ということになります。常に介護が必要となるために

ですね、介護老人福祉施設、特養、それから病状が安定しリハビリを重点とし

た介護が必要な方に介護老人保健施設、老健施設、それから病状は安定してる

が長期にわたり療養が必要な方におきまして介護療養型の医療施設を利用にな

ってる給付費ということになります。昨年度介護報酬が下がったにもかかわら

ず、月当たりの給付費が減額しております。本年度さらに特養施設の利用者の

増ということで４９２万円増額しております。次のページをお開き願います。

４目福祉用具購入費４０万８千円の計上であります。これは在宅に使用する福

祉用具の購入に対する給付ということであります。これは前年同額でございま

す。次のページをお開き願います。５目住宅改修費１３２万円の計上でありま

す。これは要介護者が在宅での生活に必要な小規模な住宅改修の給付というこ

とであります。手すりなど上限額を２０万円として、自己負担が１割というこ

とになります。本年度は実績に基づいて、２４万円の増額をしております。次

のページですが、６目居宅介護サービス計画給付費１３２４万８千円の計上で

ございます。これは、居宅介護支援事業者、町社協が行う居宅サービスの計画

の作成、またサービスの提供事業者との連絡調整などの費用であります。これ

は前年同額になります。ケアプランの作成ということであります。次のページ、

４２ページをお開き願います。２款２項１目介護予防サービス給付費４５０万

４千円の計上でございます。要支援１の方が利用するデイサービスなど、在宅

に対する給付費ですが、本年度より平取町において新しい総合事業、介護予防

生活支援サービス事業に移るため１７６７万２千円の減額ということになりま

す。なお、今回この科目においては住所地特例ということにおいて、まだサー

ビスが平取町以外であるということも含めまして、今回、予算を計上させてい

ただいております。また福祉用具、また特定入居、通所リハの従来どおりの計

上ということになっております。次、２目地域密着型介護予防サービス給付費

１２０万円の計上でございます。これは、認知症高齢者共同生活介護グループ

ホームにおける要支援２の方を対象とする給付ということになります。食事、

入浴などの生活支援ということになります。前年同額であります。次、４４ペ
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ージをお開き願います。３目介護予防福祉用具購入費４０万８千円の計上であ

ります。これは要支援１、２に認定された方が、福祉用具を購入する際の費用

ということであります。これも前年同額であります。次のページですが、４目

介護予防住宅改修費１３２万円の計上であります。これは要支援の１、２の方

が在宅での生活に必要な小規模な住宅の改修ということになります。上限額２

０万円、自己負担１割ということになりまして、２４万円の増額であります。

これは前年の実績から増額ということになっております。次、４６ページをお

開き願います。５目居宅介護予防サービス計画給付費３６０万円の計上です。

これは介護予防支援事業者が居宅サービス計画作成などを行うことに要した費

用ということになります。実績におきまして３０万６千円増額させていただい

ております。次のページですが２款３項１目審査支払手数料３７万４千円の計

上であります。これは各事業者から請求に対して国保連が行う審査にかかる支

払手数料ということになります。２万４千円の増額ということになっておりま

す。次、４８ページをお開き願います。２款４項１目高額介護サービス費１２

００万円の計上であります。これにおきましては、利用者が１か月の自己負担

額が高額になり、上限を超えた場合に、その超過額分を支給するという費用で

ございます。これは前年同額であります。次のページ、２目高額介護予防サー

ビス費１万２千円の計上であります。これは要支援１、２の方が対象でありま

して、同一世帯で施設入所者の高額介護の方、要支援の予防の方がいる方が予

防の面からも年１、２件の頻度ということで１万２千円の計上ということであ

ります。次、５０ページをお開き願います。２款５項１目高額医療合算介護サ

ービス費２４０万円の計上であります。これは同一世帯で、療養と介護の両方

のサービスを利用した場合、その方に対して年単位で自己負担の軽減を図るた

めの制度ということになります。本年度１２０万円の増額、倍額ということに

なりますが、これにおきましては、昨年度国保連のシステムが改修されまして、

今まで高額医療合算額におきましては、前々年度の支払いということになって

おりましたが、本年度よりシステム改修によりまして前年度分まで支払えると

いうことになりまして、今年度、２年間分の予算を計上したところであります。

次のページ、２目高額医療合算介護予防サービス費１万２千円の計上というこ

とであります。これも合算世帯の要支援１、２の方に対する費用ということに

なります。次５２ページをお開き願います。２款６項１目特定入所者介護サー

ビス費２７６０万円の計上であります。これにおきましては、所得の低い方に

対して所得に応じた自己負担の上限が設けられており、これを超えた分の費用

であり、食費、居住費などの負担軽減ということでなっております。利用者の

増加に伴いまして、今回１２０万円増額させていただいております。次、２目

特定入所者介護予防サービス費７万２千円の計上であります。これは前ページ

と同様、要支援１、２の方が対象ということになります。次に５４ページをお

開き願います。３款１項１目介護予防・生活支援サービス事業費２０２２万８

千円の計上ということになります。この科目につきましては、介護保険の改正
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によりまして、介護予防・日常生活支援総合事業がスタートし、前年度まで介

護予防で計上しておりましたが、本年度より介護予防・生活支援サービス事業

費に変更ということになります。また要支援１、２の方の訪問、通所介護サー

ビス費、食の自立支援配食サービスですが、この一部がこの科目の計上という

ことになります。次に５５ページをお開き願います。２目介護予防ケアマネジ

メント事業費１１万８千円の計上であります。これも前ページと同様、項目の

変更でございます。本町においては、総合事業が３月にスタートしていますが、

他町村の総合事業の実施状況にもよりますが、住所地特例においてサービスを

利用する場合に、市町村や事業所がケアマネジメントを委託する場合の経費と

いうことになります。次のページをお開き願います。３款２項１目一般介護予

防事業費２７６万円の計上であります。この事業についてはですね、地域のす

べての高齢者に対しまして、さまざまなサービスを提供するという事業であり

ます。それで本年度より、住民主体の通いの場、またサロン事業を実施するた

めに１３９万７千円増額させていただいております。次のページでありますが、

３款３項１目包括的支援事業費６３０万２千円の計上であります。これにおき

ましては、地域包括支援センターの運営などにかかる経常的な経費ということ

であります。前年より３１７万２千円の増額ということになります。これにお

きましては、昨年度の需用費、権利擁護の普及啓発ということで、チラシ等が

２２万９千円の減額ということになります。そして本年度、委託料として総合

事業がスタートしますので、それにかかわる生活支援のコーディネーターの体

制の整備ということで、委託料として３７０万円増額させていただいておりま

す。また、連絡車のリース料の更新など、また１台の増車ということで２５万

７千円の増額ということになっております。次、５８ページをお開き願います。

２目任意事業費であります。２６５万１千円の計上であります。これにつきま

しては、食の自立支援事業、配食サービス、それと認知症サポーターの養成講

座などが主な事業ということになります。３４２万７千の減額であります。理

由といたしまして、総合事業のスタートによりまして、食の自立支援事業の要

支援１、２の分が、介護予防・生活支援サービス事業に移行されたことにより

まして、この部分は減額ということになっております。次のページ、３款４項

１目ですが、審査支払手数料９万円の計上でございます。これは総合事業にか

かる各事業者からの請求に対して、国保連が行う審査にかかる支払手数料とい

うことになります。次、６０ページをお開き願います。４款１項１目介護給付

費基金積立金ということで、９万４千円の計上であります。介護保険給付費の

支払準備基金の利息でございます。次のページ、５款１項１目利子１万円の計

上でございます。これは、一時仮入金を起こした場合の公債利子であります。

次、６２ページをお開き願います。６款１項１目第１号被保険者保険料還付金

７万４千円の計上でございます。これは６５歳以上の第１号被保険者に対して

保険料の還付が生した場合の予算でございます。前年同額であります。次のペ

ージ、７款１項１目予備費５０万円の計上でございます。以上、合計４億６７
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９０万円の計上でございます。次、歳入を説明いたしますので、介護の７ペー

ジをお開き願います。１款１項１目第１号被保険者保険料６５６０万８千円の

計上でございます。これにおきましては平成２７年度から２９年度までの３年

間、第６期の介護保険事業計画に基づき、介護保険料は３５００円の設定でご

ざいます。現年分ということで、徴収率９９％を見込みまして６５３０万８千

円の計上ということになります。その中で普通徴収が１３２名で５４１万７千

円、特別徴収が１６０４人で５９８９万１千円ということになります。滞納繰

越分につきましては、２８年度に繰り越される３００万と見込み、１０％の３

０万円で計上させていただいております。次８ページをお開き願います。２款

１項１目督促手数料、これは２千円の計上でございます。次のページ、３款１

項１目介護給付費国庫負担金７２９１万３千円の計上でございます。これつき

ましては、介護給付費施設分１５％、その他分２０％の国庫負担分でございま

す。このその他分というのは、在宅の部分ということになります。それで、今

回総合事業に移行するということもありまして、要支援１、２の給付費が地域

支援事業に移行するため１６９万８千円の減額ということになっております。

次１０ページをお開き願います。３款２項１目調整交付金３０５６万円の計上

でございます。これにおきましては、全国水準との格差の調整のための交付金

でございます。後期高齢者の割合や所得の分布により、要介護者の出現率や保

険料の基準額が全国平均の水準となるよう調整を図っているもので、国から交

付されるということになっております。この調整率も国から指定された調整率

ということになります。次のページですが、２目地域支援事業交付金でありま

す。介護予防事業です。５７９万９千円の計上であります。これも総合事業の

実施により介護給付から介護予防・生活支援サービス事業に移行したことによ

り、増額ということになっております。経費の２５％分であります。次、１２

ページをお開き願います。３目包括支援事業交付金、包括的支援・任意事業と

いうことで、３４９万２千円の計上であります。包括的事業ですが、これは地

域包括支援センターの運営経費ということになります。あと任意事業は食の自

立支援事業、これは配食サービスであります。経費に対して３９％を乗じた額

ということになります。次４款１項１目ということで、介護給付費交付金１億

１８４０万３千円の計上であります。これは支払基金の交付金ということで、

第２号の被保険者の保険料分ということで、２８％を乗じた額ということにな

ります。次に１４ページをお開き願います。２目地域支援事業交付金６４９万

４千円の計上です。これも総合事業の実施により、介護給付費から介護予防・

生活支援サービス事業に移行したことにより、増額ということになります。こ

れも経費の２８％分でございます。次、５款１項１目介護給付費道負担金６４

５２万円の計上であります。これは介護給付費の施設分１７．５％、その他分

１２．５％の道の負担金ということであります。これは給付の減額によりまし

て、５７万４千円の減額ということになっております。次、１６ページをお開

き願います。２目地域支援事業交付金、介護予防事業２９０万円の計上であり
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ます。これも総合事業の実施ということで、介護給付費から介護予防・生活支

援サービス事業に移行したことにより、増額ということになります。道の負担

金が経費分の１２．５％ということであります。次３目包括支援事業交付金、

包括支援それから任意事業１７４万６千円の計上であります。これも包括的事

業は、地域包括支援センターの運営経費、それから任意事業は配食サービスの

事業ということで、道の負担金１９．５％分であります。次、１８ページをお

開き願います。６款１項１目利子及び配当金９万４千円の計上でございます。

これは支払準備基金の利子ということでございます。次、７款１項１目介護給

付費繰入金５２８５万８千円の計上であります。これは介護給付に対する町の

一般会計からの繰り入れということになります。給付費の１２．５％に乗じた

額ということであります。次に２０ページをお開き願います。２目地域支援事

業の繰入金ということで２９０万円の計上であります。これも地域支援事業の

介護予防に対する町の一般会計からの繰り入れ、給付費の１２．５％の額とい

うことになります。次のページ３目地域支援事業の繰入金、これも同じく包括

的支援、任意事業に対する、町の一般会計からの繰入金となります。これは１

９．５％の額ということになります。次に２２ページをお開き願います。４目

低所得者保険料軽減繰入金９７万８千円の計上でございます。これは介護保険

制度により所得段階が９段階に見直され、介護保険の第１号保険料について給

付費の５割とは別枠で公費で投入するというものでございます。０．０５公費

で負担ということになります。国が２分の１、道４分の１、町が４分の１とい

うことになります。これは非課税世帯、特に所得の低い方を対象ということで、

段階的にいきますと第１段階ということになります。次のページ、５目その他

一般会計繰入金１２２０万６千円の計上でございます。これは歳出の１款の総

務費から介護保険の運営上必要な事務的経費、また国や道からの補助がないた

め町が全額負担するということで、一般会計から繰り入れしているところでご

ざいます。本年度、昨年度システム改修がございましたが、本年度はございま

せんので３２８万５千円の減額ということになります。次に２４ページをお開

き願います。７款２項１目介護保険給付準備基金繰入金２４０９万９千円の計

上ということであります。本年度基金取り崩しをしながら、介護保険の運営を

していきたいと考えております。次のページ、８款１項１目繰越金でございま

すが、５０万円の計上でございます。これは前年同額でございます。次、２６

ページから２８ページまで、第１号被保険者延滞金、同じく過料それから預金

利子ということでそれぞれ１千円の計上でございます。２９ページをお開き願

います。９款３項１目雑入７万９千円の計上でございます。本年度、地域支援

事業の食の自立支援事業ですが、これ配食サービスですが、これは社会福祉協

議会に委託したことによる１８４万円の減額ということになっております。計

上については雇用保険の被保険者の負担金その他雑入ということになっており

ます。以上で歳入の説明を終わらせていただきます。合計額が４億６７９０万

円、前年比較９８０万円の増額ということになります。以上で平成２８年度介
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護保険特別会計の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。 

議長 続きまして、簡易水道特別会計予算について提案説明を求めます。建設水道課

長。 

建 設 水 道

課長 

それでは、議案第１７号平成２８年度平取町簡易水道特別会計予算につきまし

てご説明申し上げます。第１条、歳入歳出予算でありますが、歳入歳出予算の

総額は歳入歳出予算それぞれ３億６５３５万９千円とするものであります。２

項においては歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳

入歳出予算」によることとしております。第２条、地方自治法の規定により起

こすことができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

「第２表 地方債」によるものとしています。第３条においては、一時借入金の

最高限度額を５千万円とするものであります。それでは、歳入歳出事項別明細

書における歳出よりご説明申し上げますので１５ページをお開き願います。３

歳出１款１項１目一般管理費で３３６２万９千円を計上しております。２７年

度対比で１６６万６千円の増となっております。１３節委託料において管理シ

ステムの更新に伴い２００万円の増となっております。１９節負担金、補助及

び交付金において２６５万８千円の増となっておりますが、これは退職手当組

合の清算納付金であります。公課費についてでありますが、平成２７年度予算

において３３０万円を計上されておりましたが、平成２８年度においては平成

２７年度分の消費税につきましては、控除対象仕入税額が課税収入額を上回る

ため還付見込みとなっており、中間納付が発生しないため、予算措置をしてお

りません。それでは、次のページをお開き願います。２款１項１目維持管理費

で４６１９万５千円を計上しております。２７年度対比で４４９万５千円の増

となっております。１１節需用費において１９４万８千円の増となっておりま

すが、光熱水費において電気料金の値上げに伴う増となっております。修繕料

においては水道施設における老朽機器の更新に伴う増となっております。１３

節委託料において２４４万４千円の増となっておりますが、これは水道施設の

監視装置パソコン更新に伴い増となっております。次のページをご覧願います。

２款１項２目建設改良費で１億７０２７万７千円を計上しております。２７年

度対比で１４４０万６千円の増となっております。１３節委託料で２２１６万

５千円の減となっておりますが、２７年度において本町地区増圧ポンプ場工事

の調査設計、三簡水統合計画策定委託、そして本町地区配水管整備工事にかか

る設計委託料が減額になっております。２８年度においては、貫気別簡易水道

配水管整備工事にかかる設計委託料として７５０万円を計上しております。１

５節工事請負費でありますが、配水管整備につきましては、貫気別地区の配水

管整備工事、振内橋架け替えに伴う配水管整備工事と振内橋に添架している配

水管の撤去工事そして本町地区増圧ポンプ場新設工事と量水器更新工事を計上
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しております。１８節備品購入費において６９万円の増となっておりますが、

２７年度において更新すべき量水器３７０戸分を計上しております。次のペー

ジをお開き願います。３款１項１目元金で８５５６万１千円を計上しておりま

すが、これにつきましては水道施設整備事業に伴う起債の償還金であります。

３款１項２目利子で２９１９万７千円を計上しておりますが、水道施設整備事

業に伴う起債の償還利子であります。次のページをお開き願います。４款１項

１目予備費でありますが、２７年度と同額の５０万円を計上しております。そ

れでは、以上で歳出の説明を終わらせていただきまして、歳入の説明を行いま

すので７ページをご覧願いたいと思います。１款１項１目使用料で１億３６０

０万円を計上しております。現年度分については１億３３５０万計上しており

ます。２７年度対比で２６０万円の増を見込んでおります。この増の要因とい

たしましては、平取ダム建設工事に伴う宿舎使用料分が増となっており、現年

度分で２４０万円の増、滞納繰越分につきましては２５０万円を計上しており

まして、２７年度対比で２０万円の増を見込んでおります。次のページをお開

き願います。１款２項１目手数料でありますが、２７年度同額の２０万円を計

上しております。２款１項１目簡易水道施設費国庫補助金で２８００万円を計

上しております。これにつきましては、貫気別地区の配水管整備工事に伴う国

庫補助金でありまして、補助率については１０分の４ということであります。

次のページをお開き願います。３款１項１目繰越金で５０万円を計上しており

ます。４款１項１目一般会計繰入金で６７６５万９千円を計上しております。

２７年度対比で９９９万４千円の減となっております。事業費の財源不足を一

般会計に求めたものであります。次のページをお開き願います。５款１項１目

雑入で４００万円を計上しております。平成２７年度分の消費税４００万円に

ついて還付される予定となっております。６款１項１目簡易水道事業債で１億

２９００万円を計上しております。水道施設整備事業に伴う国庫補助金以外の

財源を町債に求めたものであります。以上で歳入の説明とさせていただきます。

次に、第２表の地方債をご説明いたしますので４ページをご覧願います。起債

の目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法を定めるものでありますが、

平成２８年度はここに記載の三つの事業に充当を予定しております。限度額に

ついては１億２９００万円にしようとするものであります。以上で議案第１７

号平成２８年度平取町簡易水道特別会計予算の説明をさせていただきましたの

で、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

議長 次に、国民健康保険病院特別会計予算について提案説明を求めます。国保病院

福士主幹。 

国 保 病 院

福士主幹 

本日、病院事務長が病院改築にかかる林野庁補助事業木造公共建築物の整備に

かかる設計段階からの技術支援事業の説明報告のため上京しておりますので、

代わりましてご説明させていただきます。それでは、議案第１８号平成２８年
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度平取町国民健康保険病院特別会計予算についてご説明申し上げます。１ペー

ジをお開きください。第１条総則としまして平成２８年度平取町国民健康保険

病院特別会計予算を次のように定めようとするものでございます。第２条業務

の予定量でございます。１．業務量ですが、本院の病床数は、一般病床４８床

としております。病床数につきましては、昨年８月に療養病床を廃止しまして、

一般病床のみといたしております。年間患者数は入院１万５６９５人、外来２

万４３００人の患者数を予定しております。１日平均患者数は入院４３人、外

来１００人を見込んでおります。次に、振内診療所ですが、年間外来患者数は

６６００人、１日平均３０人を予定しております。２．主要な建設改良事業と

なりますが、事業は平取町国民健康保険病院改築事業２億２７１５万２千円を

予定しております。次に、第３条収益的収入及び支出の予定額を次のとおりと

するものでございます。収入支出ともに同額の７億５２５０万３千円を予定し

ております。予算内容につきましては、予算説明書でご説明申し上げます。２

ページをご覧ください。第４条、資本的収入及び支出の予定額を次のとおりと

するものでございます。資本的収入の予定額を２億４２６５万９千円とし、資

本的支出の予定額を２億４７５３万９千円としております。この収入が支出に

対して不足する４８８万円につきましては、留保資金で補てんする予算措置と

なっております。予算内容につきましては予算説明書でご説明申し上げます。

次に、第５条、起債の借入限度額等を定めるものでございます。平取町国民健

康保険病院改築事業の財源といたしまして、起債の発行を予定しております。

限度額は２億２０９０万円の借り入れを予定し、借入条件等は記載のとおりで

ございます。次に、第６条、一時借入金の限度額を４億円と定めるものでござ

います。第７条は議会の議決を経なければ流用することのできない経費となり

ます。対象となる経費は職員給与費が５億５５８万５千円、交際費が３０万円

としております。第８条はたな卸資産の購入限度額を７千万円と定めるもので

ございます。以上が平成２８年度平取町国民健康保険病院特別会計予算案とな

ります。続きまして、予算の内容についてご説明させていただきます。３ペー

ジをご覧ください。平成２８年度平取町国民健康保険病院事業特別会計予算実

施計画書総括でございます。収益的収入及び支出です。収入ですが、第１款病

院事業収益が本年度予算額７億５２５０万３千円となり、前年度比較２９２３

万３千円の増となっております。１項医業収益は４億４３８９万３千円で前年

度比較２８７２万円の増となっております。目に関する予算額は予算説明書で

ご説明いたしますので省略させていただきます。２項医業外収益は３億８６０

万９千円で、５１万３千円の増となっております。３項特別利益は１千円を見

込んでおります。次に支出ですが、第１款病院事業費用の本年度予算額は７億

５２５０万３千円としております。１項医業費用は７億４９９５万１千円で前

年度比較２９１８万８千円の増となっております。２項医業外費用は１３５万

２千円で前年度比較４万５千円の増となっております。３項特別損失は２０万

円を予定しております。４項予備費は前年同額の１００万円としております。
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４ページをご覧ください。資本的収入及び支出です。収入ですが、第１款資本

的収入は、本年度予算額２億４２６５万９千円となり、前年度比較１億６０１

５万円の増となります。１項一般会計負担金は１８１７万４千円で前年度比較

１０２１万５千円の減となっております。２項企業債は、病院改築事業の財源

として２億２０９０万円の借り入れを予定しております。３項、国民健康保険

特別会計負担金は３４６万５千円を予定しております。４項奨学資金等貸付償

還金は１２万円を見込んでおります。次に支出ですが、第１款資本的支出は本

年度予算額２億４７５３万９千円となり、前年比較１億６０１５万円の増とな

ります。１項企業債償還金は本年度予算額９６万９千円で前年度比較２７万６

千円の増となります。２項長期借入金償還金は一般会計借入金の償還分４４０

万円となります。３項建設改良費は、医療機器等の整備と病院改築事業となり

２億４０６９万４千円を予定し、前年度比較１億５９５９万８千円の増となっ

ております。４項貸付金は看護学校への奨学資金と看護職資格取得資金として

１４７万６千円を予定しております。収支につきましては、先ほどご説明いた

しましたが、４８８万円不足しておりますが、留保資金で補てんする予算とい

たしております。５ページをご覧ください。平成２８年度平取町国民健康保険

病院事業会計予算説明書についてご説明いたします。収益的収入ですが、１款

１項１目入院収益は１日平均患者数を４３人、年間患者数を１万５６９５人と

し、１日１人当たりの診療単価を１万５９００円と見込んでおります。これに

よりまして、入院収益は２億４９５５万１千円を予定し、前年度比較２４４万

６千円の増を見込んでおります。次に１款１項２目外来収益ですが、本院では

１日平均患者数１００人で、年延患者数を２万４３００人、診療単価を４５０

０円として見込んでおります。振内診療所では、１日平均患者数３０人、年延

患者数６６００人、診療単価を５２００円と見込んでおります。外来収益は、

本院、振内診療所あわせて１億４３６７万円を予定しており、前年度比較１１

８９万２千円の増としております。次に１款１項３目その他医業収益ですが、

本年度予算額は５０６７万２千円、前年度比較１４３８万２千円の増となって

おります。１節室料差額収益は８０万で前年度比較３０万円の増、２節公衆衛

生活動収益は７００万円で前年度比較５０万円の増、３節自動車収益は前年同

額としております。４節その他医業収益は各種予防接種、健診業務などと収入

調整などを勘案して４２８６万７千円を計上しております。６ページをご覧く

ださい。１款２項１目受取利息配当金でございますが、本年度予算額９千円を

予定しております。２目他会計負担金ですが、１節一般会計負担金は繰入金を

２億８千万円を計上しております。２節国民健康保険特別会計補助金として、

救急患者受入体制支援事業に該当する休日夜間の医師の確保に対する経費の助

成金４５０万円を国保会計からの繰入金として計上しております。次に３目患

者外給食収益は５０万４千円としております。４目その他医業外収益は本年度

予算額２３５９万６千円で前年度比較４５万４千円の増となっております。１

節その他医業外収益は６３０万２千円を計上しております。職員住宅の使用料
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や休日夜間診療確保対策費補助金などになります。２節長期前受金戻入は取得

した資産の財源となった収入額について、減価償却見合い分を収益化するもの

となります。１７２９万４千円を計上しております。１款３項１目特別利益は

１千円を計上しております。７ページをご覧ください。収益的支出予算となり

ます。まず１款１項１目給与費ですが、本年度予算額５億５５８万５千円とな

り、前年度比較３６０７万７千円の増となります。１節給料は医師３名、職員

３２名で１億５９３３万５千円となります。前年度比較１２２４万３千円の増

となるのは、医師１名を正職員として採用すること、また再任用職員が１名増

えたことなどによるものです。２節手当は各種手当として１億１２４２万９千

円を計上しております。医師１名の採用増によりまして、１６１３万５千円の

増となっております。３節報酬は１億１６５万６千円で、うち嘱託職員報酬は

６４７５万６千円となっております。この中には、振内診療所の医師１名分の

給与が含まれております。嘱託医師等業務報酬として出張医師等の報酬を３６

９０万円計上しております。常勤医師の負担軽減を考慮し、休日等の出張医な

どを依頼しているものでございます。前年度比較１５８５万６千円の減となっ

ておりますが、嘱託医師１名の退職によるものとなります。４節法定福利費は

７４３１万５千円で前年度比較１８５７万２千円の増となっております。これ

は被用者年金制度の一元化に伴う標準報酬制度の導入により、基礎額の増加や

医師給与１名分の増加によるものです。５節退職給与金は３６４８万８千円で

前年度比較３０６万８千円の増となっております。６節賞与引当金繰入額は２

１３６万２千円で前年度比較１９１万５千円の増となります。８ページをご覧

ください。１款１項２目材料費ですが、本年度予算額は６３４６万円を計上し

ております。前年度比較６万円の増となっております。１節薬品費は今年度、

薬価改定がございますが、前年同額の２０４０万円を計上しております。２節

診療材料費は４２３６万円を計上しております。前年度比較で３６万円の増と

なっております。３節医療消耗備品費は５０万円を計上し、前年度比較３０万

円の減となっております。４節給食消耗備品費は前年同額２０万円としており

ます。９ページをご覧ください。１款１項３目経費ですが、本年度予算額１億

５６８２万１千円を計上し、前年度比較５３９万２千円の減となっております。

１節賃金は４００万円を計上しております。前年度比較２３９万７千円の減と

なります。２節旅費交通費は３３０万円を計上し、前年度比較２０万円の減と

しております。３節職員被服費は７０万円を計上し、前年同額としております。

４節消耗品費も前年同額として２６０万円を計上しております。５節消耗備品

費は１５０万円を計上し、前年度比較３０万円の減としております。６節会議

費は前年同額１０万円を計上しております。７節光熱水費は５５３万円で２４

万円の減としております。８節燃料費は９７２万円を計上し２４８万２千円の

減としておりますが、昨年からの単価の値下げなどを見込んでおります。９節

食糧費は４０万円、１０節印刷製本費は８０万円を計上し、これも前年同額と

しております。１１節使用料及び手数料は９８１万円を計上し、前年度比較２
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０万円の減となっております。１０ページをご覧ください。１２節通信運搬費

は１０６万円を計上し、前年度比較１万２千円の減となっております。１３節

保険料は１９１万７千円を計上し、前年度比較８万３千円の減となっておりま

す。これは病床数の減少によりまして、保険料が下がっております。１４節建

物修繕費は前年同額の２７０万円を計上しております。１５節車輌及備品修繕

費は２００万円を計上し、前年度比較１０万円の減となっております。１６節

賃借料は３２万４千円を計上し、同じく前年同額となっております。１１ペー

ジをご覧ください。１７節委託料は１億７９８万円を計上し、前年度比較７５

万８千円の増となっております。看護補助業務などの委託料の改定、その他の

委託料の精査などによるものです。１８節交際費は前年同額３０万円となって

おります。１９節諸会費は１４３万円を計上し、前年度比較１３万６千の減と

なっております。２０節雑費は前年同額の５０万円としております。１２ペー

ジをご覧ください。２１節修繕引当金繰入金は前年同額の１０万円、２２節貸

倒引当金繰入金も前年同額の５万円を計上しております。１款１項４目減価償

却費でございます。本年度予算額は２２８８万５千円を計上し、前年度比較７

７万７千円の減となっております。１節の建物減価償却費から５節のリース資

産償却費の２８年度償却予定額を計上しております。１款１項５目資産減耗費

でございます。１節たな卸資産減耗費は５万円、２節固定資産除去費も５万円

を計上しております。１款１項６目研究研修費ですが、本年度予算額は１１０

万円を計上し前年度比較４８万円の減となっております。１節図書費は２０万

円を計上し、前年度比較１０万円の減となっております。２節旅費交通費は８

０万円を計上し、前年度比較２８万円の減となっております。３節研究雑費は

１０万円を計上し、前年度比較１０万円の減となっております。１３ページを

ご覧ください。１款２項医業外費用１目支払利息及企業債取扱諸費でございま

すが、本年度予算額は３５万２千円を計上し、前年度比較４万５千円の増とな

っております。１節から３節まで各借り入れの利息の支払いを計上しておりま

す。１款２項２目消費税は前年同額の１００万円を計上しております。１款３

項１目特別損失は本年度予算額２０万円を計上し、これも前年同額としており

ます。予備費につきましては前年同額の１００万円を計上しております。１４

ページをご覧ください。資本的収入の説明になります。１款１項１目一般会計

負担金ですが、資本的支出に伴う財源として一般会計からの繰り入れを計上す

るものでございます。資本的支出の特定財源を除いた支出額に対する一般会計

の負担分として１８１７万４千円を計上しております。１款２項１目企業債で

ございます。病院改築事業にかかる実施設計費、用地買収費及び物件補償費の

財源として２億２０９０万円の起債の発行を予定しております。１款３項１目

国民健康保険特別会計負担金でございます。国民健康保険特別会計からの繰入

金として３４６万５千円を計上しております。これは医療機器購入に対する国

民健康保険特別調整交付金の国費及び道費の助成相当額を国保特別会計からの

負担金として計上しているものでございます。１款４項１目奨学資金等貸付金
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償還金ですが、奨学資金等貸付金の償還金として１２万円を見込んでおります。

１５ページをご覧ください。資本的支出になります。１款１項１目企業債償還

金ですが、本年度予算額は９６万９千円を計上し、前年度比較２７万６千円の

増となっております。１款２項１目長期借入金償還金ですが、２２年度におい

て一般会計から運転資金として借り入れた４４００万円を１０年で元金均等償

還をすることとして、２８年度は６回目の償還分４４０万円を計上しておりま

す。１款３項建設改良費１目資産購入費です。１節医療機器購入費は心電図検

査装置、内視鏡プロセッサーなどの医療機器の購入費で７８２万８千円を計上

しております。２節一般備品購入費として３０万円を計上しております。３節

リース資産購入費は、医療機器などのリース料支払い分として５４１万４千円

を計上しております。次に１款３項２目建設工事費です。１節委託料は病院改

築にかかる実施設計及び建設敷地造成調査設計、病院建設支援業務として５０

１７万７千円を計上しております。２節公有財産購入費は、病院建設用地取得

費として３６９７万５千円を計上しております。３節補償、補填及び賠償金は、

建設用地取得に伴う物件補償費として１億４千万円を計上しております。１款

４項貸付金１目看護職員奨学資金等貸付金でございます。奨学資金等貸付金は、

看護師資格を取得するため大学または専門学校へ入学する学生に対して、貸付

金８７万６千円を計上しております。２目看護職資格取得資金貸付金は、当院

の准看護師が看護師資格を取得するための貸付金を６０万円計上しておりま

す。次のページをご覧ください。１６ページから２０ページまでは給与費明細

書となります。昨年度の当初予算との比較となっておりますので、詳細の説明

は省略させていただきます。２１ページをご覧ください。平成２８年度平取町

国民健康保険病院事業予定キャッシュ・フロー計算書になります。２８年度の

資金の動きの情報となります。１年間の資金の受け入れ、支出の予定を記載し

たものとなります。１業務活動によるキャッシュ・フロー、２投資活動による

キャッシュ・フロー、３財務活動によるキャッシュ・フローと三つに区分した

資金移動の予定になります。それぞれの項目の資金の詳細の説明は省略させて

いただきます。一番下にありますが、資金期首残高と資金期末残高が記載して

ございますが、２８年度末の資金残高が５８９万６千円と見込んでおります。

２２ページをご覧ください。平成２８年度平取町国民健康保険病院事業予定貸

借対照表です。２９年３月末の予算執行後の残高となります。最初に表の左側、

資産の部です。固定資産ですが、有形固定資産は、イ．土地からト．建設仮勘

定の項目をあわせまして、５億５４３０万４千円の残高となっております。無

形固定資産はイ．電話からハ．無形リース資産の項目をあわせまして２８９万

２千円になります。投資その他の資産がイ．前払退職手当組合負担金からハ．

貸倒引当金をあわせまして、４１９３万９千円になります。固定資産の合計は

５億９９１３万５千円を見込んでおります。次に流動資産ですが、現金預金の

残高が５８９万６千円、未収金が４６１８万２千円、貯蔵品が５００万円を見

込んでおります。流動資産合計は５７０７万８千円を予定しております。よっ
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て、資産合計は６億５６２１万３千円を見込んでおります。次に表の右側、負

債の部となります。流動負債ですが、一時借入金から預り金までの残高が１億

２２８９万３千円を予定しております。次に固定負債ですが、企業債から引当

金までの残高が２億３９０６万８千円を予定しております。繰延収益になりま

すが、長期前受金から建設仮勘定長期前受金までの残高が１億４千万７千円を

予定しております。負債合計は５億１９６万８千円を予定しております。次に

資本の部となります。資本金ですが、自己資本金として２億１４１万４千円の

残高を予定しております。剰余金は、資本剰余金、イ．その他の資本剰余金が

１８７万９千円となります。利益剰余金はマイナス４９０４万８千円を予定し

ております。剰余金合計がマイナス４７１６万９千円となり、資本合計が１億

５４２４万５千円を予定しております。負債・資本合計が６億５６２１万３千

円を見込み、左右同額で平成２８年度末の予定貸借対照表となります。２３ペ

ージをご覧ください。昨日提出いたしました補正予算を見込まない額での、平

成２７年度予定損益計算書となります。平成２７年度の決算見込みとなります

が、医業収益から医業外費用の各金額の説明は省略させていただきます。経常

利益の欄なんですが、２７年度補正予算を見込まない損失になりますが、４３

０５万１千円を見込み、特別利益３万円を含めた平成２７年度純損失が４３０

２万１千円となる決算を見込んでおります。前年度の繰越欠損金が１８２６万

円ありますので、この額を加算した６１２８万１千円が累積欠損金となる予定

です。補正予算を提出させていただき、議会の議決を得ておりますので、この

額から繰り入れする額を差し引いた額が、実際の決算見込みとなるところです。

２４ページをご覧ください。２７年度の予定貸借対照表になります。ただいま

説明いたしました予定損益計算書の数字に基づいた予定貸借対照表となりま

す。補正が含まれていない額となっておりますが、説明を省略させていただき

ます。医療介護総合確保推進法が平成２６年度に制定されまして、これにより、

医療・介護の連携強化、地域における効率的かつ効果的な医療提供体制の確保

など、医療環境も改革を求められ、さらに地域医療構想を踏まえた新公立病院

改革プランの策定など、公立病院のあり方、経営の改善に向けた対策も講じて

いかなければなりません。４月からは、医師体制も変わり、また病院改築事業

も本格的に始まりますが、引き続き住民が安心して診療を受けられるよう、医

療体制の安定化、医療サービスの向上に努めてまいりますので、２８年度予算

案に対するご理解をよろしくお願い申し上げます。以上で平取町国民健康保険

病院特別会計予算の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

議長 以上で議案第１３号から議案第１８号までの平成２８年度各会計予算の説明が

終了しました。 

お諮りします。ただいま提案がありました平成２８年度平取町各会計予算につ

いては、議会運営基準１１１により議員全員で構成する予算審査特別委員会を
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設置し、これに付託して審査したいと思いますがご異議ございませんか。 

（意義なしの声） 

異議なしと認めます。従って日程第２、議案第１３号から日程第７議案第１８

号までの平成２８年度平取町各会計予算については予算審査特別委員会に付託

し審査することに決定しました。 

お諮りします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の正副委員長の選

挙については、議長の指名推薦により行いたいと思いますがご異議ありません

か。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、予算審査特別委員会の正副委員長の選挙につい

ては、議長が指名推薦することに決定しました。それでは、指名します。予算

審査特別委員会委員長には、貝澤真澄委員、副委員長には松澤以久子委員を指

名します。以上のとおり指名推薦しますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、予算審査特別委員会委員長には貝澤真澄委員、

副委員長には松澤以久子委員と決定しました。以上で本日の日程はすべて終了

いたしましたので、これをもって散会いたします。なお本定例会は、明日９日

から１３日までは休会といたしまして、１４日に再開いたしますので、よろし

くお願いをいたします。ご苦労さんでございました。 

（閉 会 午後 ３時１９分）


